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応用部門の能率向上に至大の貢献をなLたことほ以下順

次詳説する通りである｡

筒この際特 すべきことは日
用り作 子｢い央研究所にア

置の､この一年に茸叩~る成果の大宗

としで電源開発に伴う水力発

配電盤であるが､渇水期の補

所用

源として又7k力発電を

最も経済的に運転するための､火力発

て来た｡又 源開発の進展に伴う

用も宿溌となつ

配電の拡充､特に交

流三次変電所並びに産業動力用が目立って増加してい

る｡文一方鉄道 化用7lく銀整流器の直流変電所用も続々

製作され､各電力会社の7k力発 所並びに国鉄の国転変

流機変電所の老朽化に件う甘動改造も計画的に進められ

ている｡

何れも運転の合理化のための自動制寺 や式方御 御制折

方式が多く採用され､その他遠方監視制御方式又は無人

の交流自動変 所も増加し､制御の合理化は一段と進め

られている｡又送 不断の実を挙げるための安定度向上

を最も経済的に行う手段として､故障の高

うための高速度保

度除去を行

方式の採用の増加が特に目立つ

て来た｡なおその一環として､送電線の故障点

実用化の気運になって来たし=,

又他方配

窪器も

藍の色彩調節も全面的に施行され､心理的

の面からも能率の向上が促進されている｡

水力発電所の所内高圧回路や火力発電所の神機｣~｢1高圧

回路並びに交流三次自動変電所にi･よ､据付面積も小さく､

保守の安全と取扱いが容易な函型メタルクラヅドが､そ

の特質を清かしその殆どに

信頼性が高くなって

用されるに至り､益々その

その他配電盤の様式､構造､制御方式等に於て､又そ

の性能に放ては格段の技術的進歩の跡が見られる｡

電動力応用方面はその進展に伴い28年度も各軍

置の需要が急増した｡特に回転増幅機､磁気増幅器等の

利用による高精度の自動制御方式の普及発達は特筆すべ

き傾向であった{､即ち製鉄､製紙､ 重機､セメント等あ

らゆる部門に亘って自動制御方式が採用され､その高枯

度､高速応性により竃巨 向上､生産増大が企図された｡

日立製作所は回転増幅機HTDと高性貢巨の磁気増幅器

を使用して､既に幾多の日動制御方式を完成して たの

であるが､28年度はHTDに就いてはこれに特殊の制御

励磁機を組合すことにより､又磁気増幅郡に就いては特

殊磁性材料の研究により､何れもその性能を画期的に向

上せしめ､従って日動制御の精度も飛腰的に向上され各

ナログコンピュータ即ち電子管式微分演算機が設置さ

れ､自動制御方式の解析に 横の威力を発揮している事

である｡即ち高度の首動制御方 ではその安定度即ち

過渡状態の解析は一般に現在数学でほ不可能であり､従

って的確な設計が困難となり､逆転調整に し種々問題

を起す傾向があったが､このアナログコンピュータの利

用により当初から極めて精確な最も優秀な設計が可能と

なり､ 期間も非常に短縮されるに至ったので

あり､例えば十条∃

の調整で

製鉄､製紙､

外に､発電r

紙釧路工場の抄紙機でほ僅か3日間

た実績がある｡

重機､セメント等の

係に於ては､主として日動

動力応用部門の

整にHTD

及び磁気増幅器を利用した日動制御方式が採用されてお

る｡火力禰機としては東京電力潮田発 所からの受注が

引続き増加しており､その制御方式は将来に於ける自動

燃焼制御装置に対する考慮が払って製作されている｡日

立製作所では別に2年前より､電気式日動燃焼制御装置

の試作を行い､好調に 鹸｢卜である｡

上記ほ何れも無接点制御方式への移行であるが､接点

のものをこ対しても非常に甘酒Iiな動作且つ長寿命のもの

が要求せられ､それぞれの制御署注具の性能改善が見られ

た(〕

配
市

E邑

Swit(血boards

盤

水力発電所用配電盤

Switchboards forlIydro-Electric

Power Station

前年にも増して威力に推進された水力発電所建設に伴

はない多くの制御装置及び酉己電盤を主機と共に製作納入

L･た｡

制御方式ほ勿論すべて一人制御としているが更に制御

の集中化に一歩を進め保護装置の改善と相俣って水力の

能率的利用と良質の電力確保を容易にする努力がなされ

た｡

即ち補機項の監視制御をも主配電盤で行うようにし､

電圧調整装置としてHTD型自動

れた｡保護装置の面でほ発

敏で高う

拝調整装置が納入さ

して感度鋭

度動作のKGY軋KY型継電器を採用しそれ
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ぞれ接地､層問短絡､線間短絡を保護させている｡

所内高圧回路に対してほ据付面積も小さく安全で保守

の容易な信頼度の高いメタルクラッドスイッチギヤが採

用されるようになった｡

以下主要な発電所用制御装置及び配 盤に就き特色を

ベる｡

北陸電力神通川第一発電所用配電盤

48,500kVA 2台の大容量である未発

点のみでなく制御装置､配

所は､規模の

盤として代表的製品である｡

この主回器構成ほユニヅ†式とし高圧同期方式を採用

している｡同期はVS型電子管日動同期装置を使用し､

は一相検問電圧を使用するようにして高圧側静

電型電圧変成装置の数を少くしている｡

制御方式ほ完全な一人制御方式とし制御の集中化を主

眼として庄油槽油圧､油面をそれぞれZLR型NFR型

遠方指示装置を以て配 盤上に指示させ､補機の監視制

御をもすべて主操作盤上より出来るようにしている｡

箇配電盤は色彩

ている｡

電圧

坑埜自動

節を行い迅 的確な制御を容易にし

整装置として新しく正相電圧応動のRBA

圧調整器を使用し､停止の際無効

より系新津こ与える鷹乱を軽成させるためFDP型継

を組合せて自動的に無効

ようにしている｡

発

断に

器

力を10.%以下に限定させる

機中性点ほ10■OA抵抗接地とし､関西電力笠置発

電所に於ける人工故障試験に.於て好成績を収めた

型のKGY型接地継電器､KY勲継 器を使用し接地は

95%以上を､眉間短絡は1ターンをも高速度に保護さ

せるようにしている｡

所内高圧及び配 繰開閉器具､計器用変成器 ほすべ

第36巻 第1号

て8台のメタルクラヅドに収めて保守の安全を強化し信

頼度を高くしている｡

東北電力片門発電所用配電盤

只見川水系の片門発電所(24,000kVA2台将来3台)

に於ても制御の集中化を目的として新しい試みがなされ

ている｡

即ち一人制御は日立独特の順序制御器による方式を採

用していることは勿論であるが､従来現場操作としてい

た水草 係の圧油ポンプ､グリースポンプ､変圧器冷却

水ポンプ等の商機､取水口門扉､堰堤門扉等の水路開閉

機器制御もそれぞれNFR塾圧油槽油蘭遠方指示装置､

変圧器温度計､取水口､放水路水位計､門扉開度計を監

祝しつゝ発 ニ機操作盤上より制御することができる｡

又発電機電流､電力､温度､送

の測定ほ

々圧､耳更水口水位等

気巻式のQ54型記録計を使用し一人制御を容

易にしている｡

配電盤は第1図に示す分離机型とし操作盤を因んで正

面に主盤､左右に補助盤を配置し監視制御が容易な配列

としている｡

四国電力松尾川第一及び第=発電所用配電盤

松尾川第一､第二発電所ほ四国中部の松尾川に建設さ

れ第二ほ第一･の放水により運転する特殊な取水条件にあ

り､これらの水軍発電機は落差､水量が略等しいので何

れも21,100kWの二輪四噴射型水車及び24,000kVA,

11kVの発電機各1台を設置している｡

従って両発 所の運転ほ位置的には離れているが全く

同一発電所として一環した制御をする必要があり､第一

は第二を制御所として日立遠方監視制御方式を採用Lて

いる｡第一の発電機及び変圧器湿度をTVI型テレメ←

タにより制御所に指示させているので安心して制御を行

第1図

Fig.1.

24,000kVA 水 力

Main Switchboards

発 電 所 用 配 電 盤

for24,000kVA Hydro･Electric Power Station
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うことができる｡

両発

で発

ヒ常時出力ほ4,000乃至5,000kWであるの

機の両側に水専をおく水平軸 造とし定格出力の

50%を境として､使用水車を1台或いは2台に切換え

高能 を行っている｡即ち出力増の場合は50%以

下では水車1台､50%を越せば2台､出力滅の場合は

100% より40%まで2台､40%以下で1台とそれぞれ

使用台数を変え2台使用時は負荷平衡を行って部分負荷

30%程度に至るまで路全負荷時の高能

ようにしている｡

第二ほ第一の放7kで

を保持させる

転されるため第一の負荷制御ほ

放水位を一定ならしめる逆調整方式とし第二は負荷制

限装置を以て制御し､水草2台と1台の使用切換えほ

FDW塾 力調整継電暑封こより自動的に行わせている｡

東京電力白根発電所用配電盤

容量12,000kVAの本発電所の水 ほ竪軸単輪四噴射

77

のベルトンで記録的な製品であるが､その四木の噴射を

制御して行う

即ち本発

の出力25%

高能 運転装置は我国にも例が少ない｡

所の負荷制御ほ7k位調整器により行うがそ

まで､50% まで及び100% までの三段階

をニ←ドルの開度により検出し自動的に使用噴射数を1

本､2本､4本と切換え部分負荷に至るまで高能 に運

転出来る方式としている｡又この使用噴射は1番より4

苛まで何れを先行せしめるかの違択は切換開閉器により

任意に選定できる｡

第2図は本発電所配電盤である｡本発 所は約 4km

隔った鎌田発電所より遠方制御される計画となっている

ため簡素な直立型配電盤としている｡

ⅡTD型自 動電圧調整装置

HTD型自動 圧調整装置は従

磁気増幅機型自動

第2図

Fig.2.

12,000kVA 水力発 所用配電鮭

MainSwitchboardsfor12,000kVA

Hydro-Electric Power Station

の振動型､抵抗型に

円滑速応の制御特性を右する

圧調整装置であって､新設水力

第3図 HTD 型 自 動 電 圧 調 整 装 置

制御 用 キ ュ

ー･`ピク
ル

Fig.3.ControICubicle for Type HTD Auto-

matic Voltage Regulating Device

g耳登藷

〟ズ滋嘗護

第4図

Fig.4.

HTD型 自

Oscillogram

動 圧調整装置動作 オ ヅ シ ロ グ ラ ム

for Type HTD Automatic Voltage Regulating Device
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発電所に多く採用された｡

即ち東北電力滝淵発

置2組を納入7月より順

所(2,900kVA2台〕には木

な運転を続けているが現地綜

合試験の結果､電圧制御誤差は1%以内で極めて安定な

動作を嘉した｡又枚尾川第二発 所用HTD 動自型

整装置も9月に運転に入った｡第3図(前頁参照)に同

所納の本装置用キユーピクルを嘉す｡

引続き片門発 所､神通ノi 第一発

発電所(18,000kVA2台)､関西

所､新

力丸山発
一県二面ノ【

所(72,500

kVAl台)にそれぞれ納入したくつ

特に丸山の発電機i･ま記録的大容量であり自動調整装置

適用上種々困難な条件があるが､これを鋭意研究解決し

て工場立会試験に於ては電圧制御誤差1%以内で極めて

安達な運転結果を得た｡第4図(前頁参照)ほそのオブシ

ロの一例である｡又その運転方式は主機一人制御の一部

としてHTDの起動運転並びに停止は円滑に行うよう自

動制御装置を設けている｡

第5図 BD十EF 塑

Fig.5.Type BD+EF

主 配 解

Main Switchboards

評 論 第1号

火力発電所用配電盤
Switchboal･ds for Steam Power Station

源開発計画の一環として28年中に運転を開始した

タービン発電機ほ､北海道電力江別発電所31,250kVA,

3,000r･p･m･50凸ワ11kV,日立セメント6,250kVA,3,000

r･p･m･50〔b3.3kV,東京 力潮田発 所67,000kVA,

3,000r･p･m･50ムマ10･5kV等である｡特に潮田発電所納

入のものほ 後最大のもので幾多の新しい機器と装置が

備され制御方式も最も合理的な運転制御が行われる絵

括制御方式を取入れた｡即ち総括制御盤を設けここで既

設々備を含めた発 所全体としての予定負荷指示と出力

調整を行うようにして発電所全体の予定負荷に対する運

転体制を整え同時に出力制御を行うようにした｡

力発電所に於ては多種多様な補磯を有しているため､水

力発 の如く原動磯から発電機まですべてを配電盤室に

集中して制御することほ困難である｡従ってポイラ､タ

←ビン､発 機室にてそれぞれ監視制御を行い､更に中

第6図

Fig.6.

BC型水素冷却 置制御盤

Type BC ControIBoards for

Hydrogen Cooling Device

第7図

Fig.7.

BD 確 盤

Type BD ControIDeskboards for Bojler

ノl
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央でこれを 括する方式とした｡このために電気屋と

械室の連絡を密にするための信号装置を設け､又所内祢

機監視盤を設ける竿､発電所全体をよく把握して能

よい合理11勺な運転が田 るよう特に考慮している∴更に

各種保護装置を完備して運転操作を安全確実なものとし

てある｡

には第5図に示す主配電盤の外に袖機監視盤

と総括制御盤を､発電機 にほ発 機の水素 却冷 制程

御整を､タ←ビン室にはタービンの監視盤芸を､又ボイラ

室には熟計器盤と曜前制御盤が設けられ､総括制御に応

じ合理的制御が行えるよう体制が整えられている､つ第占

図及び第7図は水 置制御盤と能都制御唐箕である

交流変電所用配電盤
Switchboards for A.C.Suhstation

国有鉄道新鶴見変電所及び武蔵境変電所用配電盤

第8図ほ新鶴見変電所に納人した配電盤である｢武蔵

境変電所より154kV2回線で受電し30,000kVA変圧

器3バンクで66kVに逓降し送電している｡

制御方式中特 すべき点は両変 所に我国最初の154

kV高速度三相再閉路方式を採用したことである｡

昭和28年8月､人工故障試験を施しその優秀性が立

証せられた｡送

として高

安定度を増大する経済的な方法

度再閉路の効果は既に認められているところ

であるが､並行二回線の場合は単相再閉路方式に比L･､

装置､ が格段と簡明であり且つ 済的な三

相再閉路方式が今後漸次採用されて行くものと思われ

る｡配 盤は保護継

れ､表示灯の点滅､

色彩

方式に放ても十二分の考慮が払わ

節の実施等により

なされている｡

百巳 京､故障表示､配電盤の

板保守のフブ全を期した設計が

第9Jgl主配

第8図

Fig.8.

BC 型 主 配 電 盤

Type BC Main Switchboards

小型負荷時タップ切換変圧器の採用

東京電力越ケ谷変電所その他に 300kVA 又は 450

kVA6kV±5～10%閲西電力打保変 所には500kVA

11kV/3.3kV±10艶■ の負荷時タップ切換変圧器の自動

電圧調整用西己ノ

整器と

盤を完成 貯卦後七し

よる電圧調整力式が単に負荷

時タップ切換変圧器のみによる方式に変えられた注目す

べきものと′別けしる.-,負荷時タップ切換変圧器のタップ

切換機寸

観点から

の改良進頻こよる信頼性の向上と設備簡素化の

整方式として本ソノ式は今後益々広く採用され

るものと思われる｡

直流変電所用配電盤
Switchboards forI).C.Substation

国有鉄道豊橋変電所及び鷲津変電所納

2,000kWl,500V水冷式単極水銀整兼業用配電盤

同有鉄道の東海道線浜松名古寝間の電化のため日

■渠~･~

…■亘~~.･

Fig.9.Main Switchboards
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第10図

Fig.10.

点励弧格子制御キュー ピク ル

IgnitiorlExciting and Grid ControI

Cubicle

i
き甲き･_~-■~_､

さ;､竜~~■､ミ

蓋薫

:っこミ_こ_三

第12図 1E極母線キュ←ビクル

第13図

Fig.13.

所内 同 圧 用 ス イ ッ チノ､ウ ス

Switch House for Station Service

節11図 冷却水制御 キ ユ ー ピク/レ

Fig･11.ControICubicle for CoolingWater

Fig.12.Positive Bus Cubicle

作所ほ豊橋並びに鷲津両変

製作納入した｡豊橋変

所の電気機器設備の一切を

所は2,000kW3組､鷲津変

所ほ2,000kW2経である｡

第9図(前頁参照)ほ主配竃盤､第】0図i･ま点励弧格子制

御キユーピクル､第11図は冷却水温度自動 節用キユ←

ビクル､第12図ほ正極母線キユ←ビクル､第13図は所内

高圧用スイッチハウスの写真で何れも豊橋変

のであるが鷲津変

もの納所

所も大体同様である｡本変電所の制

筐は次の如き特長を有している｡

(1)

変

節の採用

所全体として色彩調節が施され色彩的に調和され

た快適な雰掲気の内で監視並びに制御を行う画期的な試

みが実施せられた｡配電盤ほ最も主要な部分を占めるも

ので次の如き色彩を施した｡

配 電 盤 面 7.5BG6/1,5

計器継 器枠 7.5BG4/1.5

淡青灰色

青 灰 色

ノ▲､

･■′
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操 作 把 手

銘 板

盤 裏 面

2.5YR4/5 茶

艶消し銀色地に男色文字

白 色

(2)制 御 方 式

制御方式は操作の簡易化と監視の容易を主眼とした順

序制御器による一人制御方式を採用した｡一箇の順序制

御器で､日動起動､日動の 中から手動への一切換及び段

階制御､手動途中から日動への切換､更にi 動と逆に順

次停止せしめて行く逆制御も出来るようにした｡且つ盛

上のランプ表示器で進行状態を明示するようにLてあ

る｡

(3)冷却7kの氾度制御

水銀整流器の安定な のためには器糟の温度を常に

ある一定の範困に保持することが望ましい｡このために

は冷却水の温度を温7k器と冷却扇を白動制御し保守の負

担を軽減するようにしている｡

(4) 波装置の自動調整

濾波装置ほ系統周波数が変動すれば

低減率は滅少しその効果が減殺されるので

系統周波数に応じて同調周波数を日動調整

して各運転周波数に対して略々一定した調

波低減 を保持するようにした｡第14図及

び第15図は自動調整用キュトビクルである｡

国有鉄道大井町変 所及び目黒変電所納

3,0(〉OkWl,500V風冷式単極水銀整流

器用配電盤

大井町 所は各社の2,000kW水冷式

単極水銀整流器4組が設置されていたが､

その後日立製作所の風冷式2,000kW単極

水銀整流器が増設された｡更に今回斯界の

記録品である風冷式3,000kW単極水銀整

流器が増設された｡制御川配電盤ほ 2,000

kW風冷式と同様ユニット式である()

目黒変電所にも3,000kWl,500V風冷

式単極水銀整流器3組を納入した｡第1`図

ほ主配電盤の写真である∴木酢竃盤も豊

の色彩調節を施した｡

器柁の温度調節はDT型温度

日 立技術の成果 81

第14図 自動調整装置付渡波装置

Fig.14.Wave Filter with Automatic

Contro11ing Equipment

第15図

Fig.15.

所と同様

節終による冷却

動制御方式を採用し温度調節の合理化を

の自

り､又順序制

御器による--･人制御方式を採用し､操作の過誤を防ぐと

ともに操作上の利便と安心感を一一段と増大せしめること

が出来た｡

静岡鉄道中吉田変電所納

500kW600V風冷式単極水茎艮整流器用配電盤

中吉田変 所は既設の回転変流機が老朽のため今回

500klV600V風冷式単極7k銀整流器と置き換えられた

自 動 電 圧 装 置 付 炉 波 装 置 内 部

InternalView of Wave Filter with Automatic

ControIling Equipment

ものである｡本変電所は小容量直流変電所のモデル的の

ものである｡操作電源ほ蓄 池なしの交流 源のみであ

る｡整流器用変圧器は屋外型でその一次側交流

屋外スイッチハウスに収納されその操作は

断器ほ

動圧油操作

式とした｡操作ほ釦開閉器による一人制御方式である｡

国有鉄道東中野変電所及び田浦変電所納

2,000kWl,500Ⅴ回転変流機用配電盤

国有鉄道に於ける回転変流機の老朽対策の一環として

新設計による制御用配

変電所に2組納入し目

盤を東中野変電所に2組､田浦

l'ヽJ で運転している｡

回転変流磯の修理と同時にその制御方式も従来の方式
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第16因 主

日 二江

配電盤

に比して大きく改良された｡第け図ほ配電盤の写真であ

る｡

(1)起動方式の改良

従来ほ変圧器の起動タップによる起動方式であったが

今回は起動装置を簡易にするためリアク†/レ起動に改め

られた｡起動 流はこのリアクいレに依って250%以下

に抑えられ起動操作が終れば匁型開閉器でリアク1､ルは

短絡されるようにしている｡この開閉器は操作を円滑に

するために電動圧ざ由操作式になっている｡

(2)極性確立の改良

従来は別設置の 勃発電機による強制励磁で極性の確

立を行わせていたが､今回は自励で極性の確立を行う方

式に改めた｡即ち高圧磯､低圧機が同時に起動し始める

と低圧機は自励磁される｡従って同期速度に近くなると

極性が正に出るか負に出るか不定であるが極性継

これを検出し道の場合は界磁線輪の

器で

流を逆に一日J換え直

流電圧が零近くなると再び元に戻してやる方法とした｡

殆ど一回の切換で極性を確立させることが出来た｡これ

等は何れも極性継電器と界磁回路用 磁接触器で自動的

に行わせている｡低圧磯の極性が確立すればこれによつ

て高圧機を強制励磁するのは従来と同様である｡.

(3)運 転 監 視

運転方式は釦開閉掛こよる一人制御方式である｡制御

盤上に設けられたランプ式表京器で進行状態を順次表示

し運転中も機器の状態を一目で判るように設計されてい

る｡

電子管の電力方面に対する応用
Application of Electron Tubes

for Pow■er System

遠方監視制御装置

遠方監視制御装置は戦後発､変 所用8を完成納入し

論 第36巻 第1号

Fig.16.Main Switchboards

第17図 2,000kWl,500V 回転変流磯制御盤

Fig.17.ControI Boards for 2,000kW

Rotary Converter

いずれも優秀な実

国電力枚尾川第一発

を示しているが､28年には更に四

所､日本国右鉄道 津変電所納を

完成した｡特に後者ほかねて試作研究ずみの群選択型遠

方監視制御方式で被制御所の制御種目を幾つかの群に配

列し､選択動作(遠方操作のための制御所よりの選択､

故障及び状態表示のための被制御所よりの選択)は先ず

所望機器の属する群を選び､ る後その群内の選択を行

う方式で極めて高速度の選択を行うことが出来る｡

変電所の場合は遠方監視制御種目計90に対し最大選択

時間は約6秒である∴叉遠方操作は選択､操作の二段操

作方式となっていることほ

制御装置と同じである｡

来の日立継

(1)四国電力株式会社松尾川第一一発

制御装置

器型遠方監視

所用遠方監視
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第18図 絵馴I第一発電所遠方監視制御用制御盤

(第二発電所設置)

Fig･18･ControIBoardforSupervisoryConト

rolof Matsuogawa No.1Power

Station(Installed at Controlling

Station,Matsuogawa No.2Power

Station)

:薇尾川第一発電所は第二発電所と同時に計画建設さ

れ､後者ほ前者の放7kを以て運転されるという取水方法

の密接な関連性から当初より第二発電所を制御所として

遠方監視制御を行うことが計画されていたもので､制御

所､被制御所問の距礫約8kmで､パイロットワイヤー

保護方式､遠隔測定用を含む1･2申達絡線9芯を使用し

ている｡

遠方監視制御種目は全選択数23で､同一種

の→括表示､遠方手動同期､発電機､変圧器の温度の遠

偏測定等種々新しい試みにより第→､第二両発

埋的綜合運 を可能ならしめている｡

所の合

第18図は制御所第二発電所設置の遠方監視制御盤で､

第二発電所発 機盤に隣接設置し総括制御を容易ならし

めている｡

(2〕日東国有鉄道鷲津変電所用群

御装置

本発電所は東海道線

択塑遠方監視制

化の一環として新設された水銀

整流器変電所で約14km離れた隣接豊橋変電所より

1･6中計7芯の連絡線により遠方制御される｡

鷲津変

台(うち1

所は2,000kW,D.C.1,500V水銀整流器3

台は将 設置)に電灯､信号高圧各2回線を

有する大容量変電所で､帝線に於ける本変 所の夏蚕性

からその遠方監視制御種目も計90となっており､こゝ

に新方式の群選択遠方監視制御方式が応用されたもの

で､木方式により従来の継電器型による場合の選択数20

程度のものと同

なった｡

の選択時問で確実な遠方操作が可育巨と

第19図

Fig.19.

遠方監視制御装置(制御所豊橋変電所設置)

Supervisory ControISet(Installed at

Controlling Station,ToyohashiSub-

Station)

第20図 遠方監視制御装置(被制御所､鷲津変

電所設置)

Fig･20･Supervisory ControISet(Installed

at Controlled Station Washiz

Substation)

簡本変電所用遠方監視制御盤には色彩 節が施されて

いる｡第19図は制御所豊橋変電所設置の遠方監視制御

盤､第2咽ほ被制御所鷲津変電所設置の遠方監視制御盤

を示す｡

送電線故障点標走器

電線故障点標定器も漸く実用の段階に入り､従来の

F型(繰返しパルス､ブラウン管アナライザ←方式)に

種々の改良を加え､国鉄信濃川送

回線､亘長約200km〕監視用の

練(154kV並行二

置を完成した｡第2l

図､第22図(次頁参照)ほ本装置並びに碍子型分圧器の
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第21図 送電線故障点梗

定器

Fig.21.Transmission

Line Fault

Locator

第22囲

Fig.22.

碍子型分圧器

Porcelain

Type Voltage

Divider

外観を示す｡

改艮点の主なものは下記の通りである｡

(1)平衡受信方式を改良し､故障相選択を行なわ

なくても十分全線の標定を可能とした｡

(2)調整部分を極力減らし､操作並びに保守を簡

易化した｡

(3)碍子塑分圧器による受信法の確立により､設

第36巻 第1号

備を簡易化することが出来た｡

即ち平衡受信を行う場合､従来6繰に対し同じ感度を

持たせることが困難であったが､平衡並びに混合回路を

改良して､これを可能ならしめた｡又従来碍子型分圧券

は結合蓄 器に比して受信利得が少なく､使用困難とさ

れていたが､各接続部分のインピーダンスをパルスに対

して整合させることにより受 利得を向上し､確実に標

定を行いうるものとしている｡

B則卜引=型遠隔測定装置

本装置は東京 力小野川､秋元両発電所と猪苗代給電

所､田端給電所及び中央給電指令所間の既設電力線搬送

装置を利用して設置されたものである｡即ち送量装置を

小野川(14,500kVA 2台)､秋元(31,000kVA 2台)

各発 所の既設測定架に増設しそれぞれの綜合電力を猫

苗代､田端給 所及び中央給電指令所に遠隔指示並びに

記録せしめている｡

本装置は衝流式であって送量側は送量変換器を新たに

設け､これに各発電機の

換し既設測定架､

圧､電流を導入して衝流に変

架を経て 力線に送り込む｡受量

側に於ては各チャンネルを復調し受量

させると共に記録計を以て記録する｡

力指京計に指示

本装置用受量記録計としては精度の高い電子管式自動

平衡型記録計を用いた｡ 子菅平衡型は指針を駆動する

トルクも任意に大きく迭び得るし又 圧変動の影響

を受けない特長をもっているので､0.5級の高精度のも

のとすることが出来る｡

第23因 CTB型搬送保護継電装置の模擬送 線組合せ試験状況

Fig.23.Laboratory Test of the Type CTB Carrier Current

Protective Relaying Set Combined with Mimic

Power Line

第24図 PK-2型 搬 送 装.置

Fig.24,Type PK-2CarrierSet

一
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CTI主型距離搬送保護纏電装置

関西 力の 275kV 直接々地式新北陸幹線､成出発

所､新夏木変電所問(･一回線､将

km)保護用としてCTB型躍巨繁雑

成し28年6月よ た●入に

二回線亘長90.84

保護継 装置が完

CTB 空腹巨離搬送f宋預継電装置は選択性の優秀な高速

度距離継電器を主保護継 器としこれに搬送方式を併用

したものであって､送電線の保護継 置として現在最

高水準を行くものである｡主保護継電器としてほ接地に

対しAX型QC式高速度リアクタ∵ンス継

してはAZ型QC式高

した｡

器､短絡に対

度インピーダンス継

本装置は高速度単相再設入塾制弧

器を採用

断器に組合せ使用

され､故障発生より6⊂b以下で確実に選択

とが出

断を行うこ

る｡文一線接地故障に対し単相若しくは三相再

叢入を､短絡故障に対し三相再投入を任意に行わせるこ

とが出来る｡

因に本 置は納入に先立ち工場に於て模擬送電線を使

用して厳重な試験を行い､線路のあらゆる

速適確に選択

故に 対し迅

されている｡

第23図ほ本装置の模擬送電線との組合せ試験状況を示

す｡叉第24図ほ本装置用PK-2型搬送装置である｡

スイ ッ チキユ
ー ピク ル

Switeh Cubides

操作の安全､床面積の小､据付の簡易､外観の優美

の利点が広く一般の認識を得た結果､スイッチキユーピ

クル及びメタルクラヅドの閉鎖型配電盤はその用途範囲

がいよいよ拡大され､電源開発に伴う発変電所及び諸工

場の各種動力設備に於ける高圧回路､制御用としてその

製作台数ほ著しく増大して来た｡

スイッチキニユ･･-ビクルは設計的にも一層の改良が加え

られ､小型化された｡

某25図は国有鉄道員黒変電所納23kV CE-10型AF

式スイッチキユーピクルの外観図である｡本キユ←ビク

ルは受 用3,000kW水銀整流器変圧器用及び所内

器用計9台よりなり､母線､

圧

断器､断路器､自発ヒユー

ズ､計器用変圧器､変流器等一一朝の高圧器具を合理的に

区劃収納したものである｡

kVA である｡断路器は

断器の 断容量は 500,000

断器問に誤操作防止の連動装

置を施した三極操作型とし､キユーピクル外より安全確

実な操作が出来るようになっている｡

第27図(次頁参照)は 有鉄道豊橋変 所に納入された

2,000kW水銀整流器3台の正極母線､負極母線用スイ

ッチキユーピクル1式巾､1.5kV CS-10塑DF式正極

母線用の外観囲である｡本キユ←ビクルは正極母線､整

流器回路及び鏡電線回路用断路器､高速度気中 断器用

操作継電器盤､計器用直流変圧器､変流器等を収納して

おり､断路器は高速度気中 断器間に誤操作防止の連動

装置が施され､キュ←ピクル外より安全容易に操作が出

来る｡

第2`図は3.45kV CE-1塾AS式同期電動機用スイ

ッチキユーピクルの外観図であって､:本キユーピクルは

前面可動盤上の釦スイッチの操作で簡単､確実に電動機

の自動起動を行い得るもので高圧側､低圧側､励磁横側

制御器具の一切を内蔵し､小型に温めてある｡

第25図 CEqlO型 AF式 23kV 500,000kVA

スイ ッチキヒービクル

Fig.25.Type CE-10Form AF23kV500,000kVA

Switch Cubicles

第26図 CE-1型 AS式 3.45kV

スイ ッチキユーピク/レ

Fig.26.Type CE-1 Form AS

3.45kV Switch Cubicles
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第27図

Fig.27.

CS-10型 DF式1.5kV スイッチキユーピクル

Type CS-10Form DFl.5kV Switch Cubicles

メタルタラツドスイッチギヤー

jⅦetald餌ISwit(血GeaTS

28年度に於けるメタルクラヅド製作台数の飛躍ほ著

しく､屋内､屋外用共に一段の研究､改良が加えられて､

ユニットサブステーション用､一般市内変電所用､7k力

発電所所内用､火力発 所禰機用､工場動力制御用等各

方面に亘り多数が納入された｡

屋外用メタルクラヅドの開発により､特に注目される

のほ変電所様式のユニットサブステ←ション化であつ

て､変圧器一次側より二次側に至る全機器を屋外用とし､

方式を半自動式又は遠方監視制御とすることにより､従

来の建家､人､住宅等附属設備の多い変電所様式を簡素

化し得るため全国的にユニットサブステーションが相次

いで計画されるに至った｡

ユニットサブステ←ショソ用としては､後述の不ニド

ロマイト工業自家変

電力三郷変

所1,250kVAユニット用､中部

所及び鴨田変 所にそれぞれ6,000kVA

ユニッ†用､関西電力大津変電所6,000kVA2ユニット

用､建設省米軍三鷹宿舎変 所7,500kVA2ユニット吊

が納入され､その他に九州電力小林変電所 3,000kVA

ユニット用､磐城セメ∴/ト自家変電所9,000kVA ユニ

ヅI用､関西 力波路変電所2,100kVAユニット用等

が製作中である｡これらの中で特に関西 力大津変電所

は膳所変電所より遠方監視制御さるゝ完全無人変

で､変圧器にほ負荷時電圧

所

整器を併用し､メタルクラ

ヅド総台数は22台よりなり､

器を使用､その

が250,000kVA,

断器には高圧気中 断

断容量は変圧綜二次用及び母線連絡用

配電線用ほ100,000kVAである｡倍

所内電源用変圧器ほ乾式とし､保護継 器には引出型せ

使用する等､斬新な内容が盛られた我国最初の完全無人

ユニットサブステ←ションの代表的なものである｡

ユニットサブステーションの構想は7k力発電所に於け

る所内電源制御用のスイッチギヤ一にも取入れられ､四

力松尾川第一､第二発電所及び北陸 力神通川第一

発電所に同用途の屋外メタルクラッドが納入された｡

の他に東北 力水名発電所及び伊南川発電所用､姫ノl

力姫川第七発電所用､高知原電気局永瀬発

電力桑野内発電所用等が製作中である｡

一般変電所用としてi･ま､八幡製作所枝光変

畑ストリップ工場第二変

所用､九州

所及び戸

所にVS-25型が多数納入さ

れ､同所西田変電所用が引続き製作中である｡

火力発 機制御用としては､東京電力潮田発電所

及び中国電力三権発電所に納入され､このメタルクラッ

ドは後述するように据付床面積を縮減するため極めて′ト

第_28図 不ニドロマイト工業自家変電所納

メタルクラッドスイ
ッチギヤ←の外観

Fig.28.GeneralView of Me†alclad Switch

Gears

JF



昭和28年慶に於け る 日 立技術の成果 87

型且つコンパクトに 作され､建設費の節械に役立った｡

倍三峰発電所用のものは電動機の低圧乾燥をも具備した

便利なものである｡〕

工場動力の制御用として日本鋼管900HPイルグナ設

備用､小倉製鋼3,000HP ミル設備用等が製作納入され

第29図

Fig.29.

屋外用メタ/レクラッドスイチギヤー

のjE面内部構造

FrontInternalView of Outdoor

Type Metalclad Switch Gears

第30図

Fig.30.

屋外桐メタルクラヅドスイ

ッチギヤーの裏面内部構造
BackInternalView of

Outdoor Type Metal-

clad Switch Gears

た｡

第28図は不ニドロマイト工業1,250kVA自家変

用メタルクラッドの外観図である｡本変

所

二辞圧変ま所

次開閉装置一切を屋外用メタルクラヅドとしたもので､

建設費の軽濯が計られた｡本メタルクラヅドは0VS-15

型EA式6.9kV600A 断容量150,000kVA5台､

変圧器二次断路器､計器用変圧器､所内電源変圧器等を

内蔵するOMS型2台とよりなり､極めてコンパク†に

作された｡荷メタルクラヅド函内の除酔こ対しては

器を装備し､通風装置を設けて函内換気を良好ならし

むる竿屋外使用に対する考慮が払われている｡第29図は

正面扉を開いて可動盤を示し､第30図は裏面尿を開いて

断器､その他の器具の内蔵状態を示したものである｡

第31図は東京 力潮田火力発 所に納入された所内変

圧器二次及び母線連絡用VS-25型MA式6･9kV2,000

断容量250,000kVA及びボイラ禰機用等計39台

のメタルクラッド群H~~l祁 用VS-10の1群である｡火

力発電所に於ては､開閉装置の占める床面積が建設費に

影響する処多いため､先ず小型であることが要望され､

且つ防塵､操作の絶対安全､近代白勺外観を備えているこ

とが望まれる｡本メタルクラヅドはこれら 点のすべて

を具備したものである｡第3咽(次頁参照)ほVS-10型

メタルクラヅドの 断器引出操作中を示し､第33図(次

頁参照)は同メタルクラブドの内部構造､第3咽(次頁

参照)ほVS-25塾2,000Aメタルクラッドの内部構造

を嘉したものである｡

第31図 VS-10型MA式6.9kV400AlOO,000kVA

メタルクラヅドスイッチギヤ←群

Fig.31.Type VS-10 Form MA 6.9kV 400A

lOO,000kVA Metalclad Switch Gears
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第32図 VS-10型メタルクラッドス

イッチギヤ←の遮断器引出

操作

Fig.32.Circuit BreakerDrawout

OperationofType VS-10

Metalclad Switch Gear

断

Circuit Breakers

日 立二 論

第33図 VS-10型メタルクラブド

スイッチギヤーの内部梼
造

Fig.33.InternalView of Type

VS-10

Switch Gear

器

制 弧 遮 断 器
Contrarc Circuit Breakers

昭和26年より 作を開始した新型制弧

発生用の一次電弧を二次

断器は圧力

弧より判然と区分し､一次､

二次を路々同時に発生させるようにした制孤塁を有する

もので､電弧時間の短縮､小電流

ったものである｡

断性能の改善

昭和28年は電源開莞の伸展に伴って､制弧

受注及び製作は清沢を呈した｡即ち､関西

電所に納入した超高圧287.5kV,3dロ

を行

断器の

力新夏木変

台をはじ

めとして､161kV 級のもの42台､80.5kV 級のもの

101台､合計144台を製作した｡161kV級

には､国鉄新鶴見変 所及び武蔵境変

断器の内

所に納入した全

断時間3凸ロ,20∈b三相再開路用のもの4台が含まれ

ている｡このような需要に十分応え得るよう､工場の設

備､人員等の整備拡充を行ったが､一方更に性能の向上

発展を計るために､100,000kVA交流発 機を主体と

する大容量試験設備を建設中である｡この設備は従来使

用して来た 50,000kVA 発 機による試験設備と比較

すると約4倍の短絡容量が得られるように設計されてあ

る｡大電力 断現象の解明には実負荷試験にまたなけれ

ばならぬことが多いから､

弧 断器をはじめ､各種の

れる｡

この新設備の運営によって制

断器の一段の発展が期待さ

第36巻 第1号

第34囲 VS-25型MA式6.9kV

2,000A250,000kVA メ

タルクラブドスイ ッチギ

ヤーの内部構造
Metalclad Fig.34. InternalView of Type

VS-25Form MA6.9kV

2,000A 250,000kVA

Meta】clad Switch Gear

第35図

Fig.35.

担 高

287.5kV 制
BOtト250B型

5,000MVA3△ロ

∴ 断 暑是

PAR式 287.5kV 800A

断15凸ウ単相(三相)再閉路
287.5kV Contrac Circuit Breaker

Type BOUq250B Form PAR 287.5kV

800A5,000MVA,Interrupting Time3亡b,

15･bl≠(or3声)Reclose

圧制弧遮断器

第35図は関西電力成出発 所納入のものに引続いて新

J野
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第36図161kV 制 孤 断 器
BO-250B型 PAR式161kV 800A

2,500MVA3`b遮断20凸口 三相再閉路

Fig.36.161kV Contrarc Circuit Breaker

Type BO-250B Form PAR,161kV

800A 2,500MVAInterrupting Time

3亡b,20cb3声Reclose

第37図161kV 制 粥 速 断･=器

BO-250B型 PA式 161kV 800A

2,500MVA5亡b遮断

Fig.37.161kV Contrarc Circuit Breaker

Type BO-250B Form PA,161kV800

A2,500MVAInterrupting Time5･も

第38図 80.5kV 3,500MVA 制 弧 断 券

BOUq350B型 PA式 80.5kV 800A

4.3亡b

Fig.38.80.5kV3,500MVA Contrarc Circuit

Breakers

Type BOU-350B Form PA,80.5kV

800AInterruptlng Time4.3亡b

愛本変 所(250kV新北陸幹線の始端〕に据付けられ

た､287.5kV制弧

いる｡この 断器は

断部が乗っており､

断器で､28年7月より運転に入って

蔵する支持碍管の上に

断部はそれぞれ碍管の内に収納さ

れた2組のものがi丘列に結ばれて-相を形成している｡

作器ほ各相別箇に附属しており､全遮断時間3凸ロ,15`も

の単相及び三相再閉路をなL偏る性能を有している｡

161kV制弧遮断器

第3`図は国鉄新

弧 断器で､

所に据付けられた161kV制

20白口三相再閉路の性能を

有している｡この遮断器によって8月20日より23日ま

で3日間にわたり人工故障試験が実施され､全遮断時間

2.9⊂り 以下で好成績をもってその性饉が確認された｡

第37図は同じく国鉄

制弧 断器である｡

鶴見変

80.5kV制弧遮断器

第38図は

3,500MVA 制弧

西

制弧

力小官棍変

断器である｡

所用の一般用161kV

所に納入した80.5kV

断器は同じく関

力枚方変電所に納入された

共に､

80.5kV4,000MVA

断器に次いで80.5kV級としては大容量であると

系統分離を目的として､全 断時間4.3⊂bを要求
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第39図 電 動 式 制 弧 室 吊 上 装 置

Fig.39.Motor Hoist for Contrarc Chamber

されている｡この 断器の性能試験と系統分離試験とを

兼ねて､6月13日小曾根変電所で人工故障試験が行わ

れた｡その結果は次表の如く1,300A-1,900A の故障

電流を全 断時間4.2亡り以下にて好成績を以て

ことが出来た｡自力消弧方式の制弧

断容量の10%以下の

長い範囲に属するから､短絡

断する

断器に取って定格

流では電弧時間も比較的

亘流が大きくなれば遮断時

間は更に短縮されるものと信ずる｡

小官限変電所に於ける人工故障試験結果

73
1,310～1

1,840･2･47-2･65

(註〕*

r

1.26～1.66 3.89-4.24

験電圧は相間電J王である｡

筒この遮断器と同じ

MVA

磁

断器によって､

変方枚るあで 所の 4,000

月11,12日に充電々流及び励

流の現地開閉試験が行われた｡この

断に適するように､一次電弧を二次

させるように調整しており､この点で充

してほ一次､二次同時に発弧する標

断器より不利であるにもかゝわらず､

20A までの試験範周で､再点弧は1

電圧は1.7倍以下であった｡励磁

断器ほ大容量

弧より遅く発生

々流遮断に対

の2,500MVA

充電々流2Aから

回以下､対地異常

流の開閉には全

題がなかった｡

第3,図ほ制弧董の

鉄糟型抽入

第36巻 第1号

動吊上装置である｡制弧遮断器は

断終に比較して著しく油量が少いために､

絶縁油の保守取扱は簡単であるが､制弧重点検を更に速

く､便利に行うために作られたものである｡この電動吊

上装置を用いると単に押ボタンを操作することにより手

動の1/10の時間で制弧室を吊出すことが出来る｡161

kV級以上の主 断器ではこの装置により特に時間と労力

とを節約することが出来る｡

鉄 槽 型 油 入 遮 断 器
OilCire11itI主reakers

定格電圧 34.5kV 以下の遮断暑封こ於てほ､圧縮墨気

型､磁気吹消塑等の開発が行われたけれども､小型の鉄

糟聖抒由入 断器の需要も多かった｡従

MVA以下の小容量

断容量150

断器は制孤塁をもたず､もつぱら

並切型になっていたため100MVA前後の要求に対して

は寸法が大きくなって電動力応用方面への適用に困難が

あった｡今回この点を補うために6.9kV,100MVAの

制弧室抽入 断器を開発した｡第40図はこの

様は次の如くである｡

式‥‥

庄...

流‥‥

断器で仕

SGqlO MA

‥‥6.9kV

‥ 600A

断 容 量…･100MVAソレ′イド操作式

第40図 6.9kV lOOMVÅ 抽 入 断 器

SG-10型MA式6.9kV600A(制孤室

付､ソレノイド操作)

Fig.40.6.9kVlOOMVA OilCircuit Breaker

Type SG-10,Form MA,6.9kV600A

(with Contrarc Chamber,Solenoid

Operated)

ノd≠ごノノ

J■､
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第41図 SG-10型抽入遮断器の接触部

Fig.41.Contact Part forlOOMVA Oil

Circuit Breaker

三相の接触部ほ一箇の鋼板製短形の油槽に収められ､各

相に一箇づつの簡潔な制孤軍がついている｡第41図はそ

の接触部である｡50,000kVA 短絡試験設備による型式

試験結果では6kV,10,000Aを 弧時間1句｣以下で

断し､油の劣化､接触子の焼損も僅少である｡小型で性

能が良いため､メタルクラヅド配

ビクルに収めるものが多数

高

盤､スイッチキコL･-

作された｡

速度気中遮断器
Eigh Speed Air Circuit Breakers

電鉄用並びに化学用として多数の高速度気中 断器を

製作した｡特に需要の多い2,000A及び4,000A故に対

第42図 HD型 GM式 D.C.1,500V 4,000A

高速度気中遮断器(/J､ 流遮断 置付)

Fig.42.Type HD,Form GM,D.C.1,500V

4,000A High Speed Air Circuit

Breaker

しては前年に引続き工作精度の向上､組立 整の簡易化､

絶縁の強化等の改良を行った｡､〔第42図)一般に従来の高

河
とメ

度速 断器ほ大電流に対してほ極めて短時間に

第43図 速気中速断罪の送気装置

Fig.43.High Speed Air Circuit Breaker

with Air Booster

=コつ 正薫軋j環き荒遮断試験(空気政一当意しの偽金〕

逆斉句ふ肇 流遮断試験(空気吹付き行った掛合1

噂担桝立∵寓

ー】秒
廠∴迄∴圧ほ某

､ 喝三明 嘉.】

≧ミをr､尋■

第44図

Fig.44.

/J＼電流速断試験オシ′ログラム

Oscil】ogram of Sma11Current

Interrupting Test

(二a〕without Air Booster

(b)without Air Booster

(c〕with Air Booster
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を行うことが出来るか､小

日 立二 評 論

断する際には磁気吹

消効果が殆どないので､却って消弧し難い傾向にある｡

特に大電流を通電した後に､逆方向の小電流を 断する

場合にほ磁気吹消用磁鉄板に前の大電流の残留磁気があ

るため､竃弧は下方に.駆動されて､往々にして

になることがあった｡日立高 度気中

断不能

この欠点

を除去するために､第43図(前頁参照)に示す如く送気

装置を坂付けて､空気を

小電流

断時に接触子間に吹き込み､

断不能の不安を一掃した｡(実用新案申請中)

第44図(前頁参照)ほ本装置の効果を示すオシログラムの

一例である｡茎気吹付を行わずに逆方向の小電流を

すると 断不能になる場合があるのに対し､室気吹付を

行うと0.039secの短時間で確実に遮断している｡

空 気 遮 断 器
Air Blast Circuit Breakers

6.9kV,800A,250MVA室気

34.5kV,800A,1,000MVA空芸

断器(第45図〕及び

新器(第一`図)の試

作を完成し､6.9kV-34.51(Ⅴ,400～4,000A,

250-1,500MVAの各種屋内用峯気

した｡第47図は中部

.･■■;l

力納34,5kV,

遮断容量

作を開始

800A,1,500MVA

断器で､30kV辛気遮断器として

於て木邦の記録的製品である｡

断容量に

断部は同軸吹付方式を

採っているので､絶縁物の電弧による劣化がない｡吹付

室気圧力は15kg/cm2で､あらゆる電流を0.5凸ワ前後

の短時間に遮断することが出来る｡従って接触部の 弧

による損傷は極めて少く､頻繁な開閉に耐える特長を有

している｡庸 作34.5kV室気 断器に対しては単相試

験電圧60kV(三相69.5kV相当)までの 圧試験を

第45図 6.9kV,800A,250MVA空気遮断器

Fig.45.6.9kV,800A,25OMVA,Air Blast

Circuit Breaker

第46図

Fig.46.

第36巻 第1号

34.5kV,800A,1,000MVA空気 断券

34.5kV,800A,1,000MVA,Air

Blast Circuit Breaker

第47図 PB150型 PA式 34.5kV,&00A,

1,500MVA空気 断器

Fig.47.Type PB150,Form PA,34.5kV,

800A,1,500MVA AirBlast Circuit

Breaker

高 圧室気遮断器に対Lても製作し得る見通しを

磁 器 遮 断 器

1廿agnetie Type CircⅦitI享reakers

油なし

日立磁

断器の要望に応えて6.9kV,150～250MVA

断器の製作を開始した｡第48図は木器の構造

説明図で第4?図は試作 6.9kV,1,200A,250MVA

(3.45kVに放て)の外観図である｡既に関西電力大津変

電所柄をほじめ数十台を製作したが､木

次の諸点である｡

断器の特長は
.′一声
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(1) 断媒体として油を使用しないため､火災の危

険がなく､且つ 新都の点検が容易である｡

(2)アークシ1レートはジルコン磁器の高耐弧性材料

を使用しているので､操作頻度の高い場所にも長期に亘

り使用出来る｡

(3)小

′ト:流

…流

から大

の遮断に対しては茎気吹付を行うので､

流まで短い電弧時間で遮断出来る｡

(4)端子は従来の抽入遮断器と同様上部に取付けて

あるので､据付桝こ便利である｡

(5)上記の特長を有するので､最近盛んに使用され

｡｡γ石並頑ノ臣

第48図

Fig.48.

BM型 日 立磁気遮断器説明図

Type BM,HitachiMagnetic Type

Circuit Breaker

乳.49図 BM型 MA式 6,900V,1,200A,250

MVA(3,450Vに於て)磁気遮断器

Fig.49.Type BM,FormMA,6,900V,1,200A,

250MVA(at 3,450V)HitachiMag-

netic Type Air Circuit Breaker

るよ うになったメタルタラヅドスイッチギヤ一に組込

み､無人変 所或は開閉頻度の特に高い場所に使用する

のに適している｡

断 路 器
Disconnecting Switches

電動操作武断終幕

碍子 断器の発達につれて､断路器も動力操作とし

ては圧縮空気 置､配管等を共用し得る利点から

断器に合せて室気操作式が多く採用されていたが､最近

は 断器の操作気圧は高くなる傾向にあり､また圧縮室

気発生装置を遮断器白身が用意する場合もあり､必ずし

も操作方式を合せる要がなくなったため､断路器の電動

操作が再認識され､一般に採用されることが多くなつ

た｡このため従来製作中であったものより改良された新

型を完成したが､これらは京阪電鉄､冒

された｡

力等に納入

操作電圧は200/220V,50/60凸▽ で､その75～110%

で動作するようになっており､直流式とすることも出来

る｡新型の特長とするところは､断路器本体を駆動する

レバー部分を､死点を二重としたリンク機司 としたため･

(1)開閉操作に於ける断路器の停止位置が極めて正

確である｡

(2)停止位置に於ける鎖錠ほ安定となり､外力によ

り動くことはない｡

(3)開閉操作の行程中､荷重が最大となる所で操作

力も最大となる｡

第50図 NHL型 80.5kV800A

断路器

劫操作式

Fig.50.Type NHL80.5kV800A Moto]-

Operated Disconnecting Switch
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第51図

fig.51.

NHL壁取付型69kVl,200A断路器

Type NHL69kVl,200A DisconnectT

ing Switch(VerticalMount)

=若.-､一針=≠-_=_て-
一茶ギ警琵

･･:こ…義■■■署･-
l ほ

･第52図 保護間隙付NHL型161kV800A新路器

Fig.52.Type NHL161kV800A Disconnect-

ing Switch with Coordination Gap

立 評 論 第36巻 第1号

第53図

Fig.53.

NGL型69kVl,500A 断 賂 器

Type NGL69kVl,500A Discon-

necting Switch

今回東京電力潮田発電所に網入された69kV,1,200A

NHL型断路器は屋内垂直壁面取付塑である｡垂直両歌

何型で考慮すべきことは､中央の回転碍子柱がカンチレ

バーの形となるため碍子柱基部にあるベアリングに於け

る僅かの振れも､一般の他の塾の断路器では問題である

が､NHL塑はブレードが固定接触部内で900自転する

型であって､接触部入口ほ十分広いのでこれは問題なく､

特別なガイドを設けることもなく､操作が常に確実をこ行

われる｡

保護間隙付断路器

発変 所に於ては一般に機器保護用として避雷器カミ設

置されるが､比較的重富頻度の少い場所では経済上の問

題もあって､断路器碍子を利用して取付けた簡単な保護

間隙を以て避雷器の代りとする方式が採用されつゝあ

る｡.

東京電力東千葉変

猿ケ石発

び駿河変電所､ 源開発公社

所及び胆沢発電所等には､この保護間際付断

路器が納入された｡この保護間隙は間際長が調整式にな

づており､予め十分試験された特性に基き絶縁協

られるよう間隙長を 整するようになっている｡

が得

壁取付NⅡL型新路器

水平切塾断路器は据付も一般に7k平に取付けるのが普

通であって､機器配置の都合上垂直面に取付ける方が有

利の場合もあるが､このような例は我国ではあまり見ら

れなかった｡

NGL型 断 終 幕

NGL型断路器は垂直切塾であって､ブレードが固定

接触部内に入って自転締付接触を行うことほ7k平切の

NHL型と同様である｡ブレードが垂直面内を運動する

ので､相聞寸法を短縮し得る利点があり最近非常に多く

使用されるようになった｡発変電所の容量が増加する傾

向のため､その定格電流も大きいものを要求されること

が多くなり､現に69kVl,200Aのものを26台､69kV

l,500A のものを2台納入した｡更に 69kV 2,000A

のものも製作中である｡

高電圧､大電流の断路器は操作が重くなり勝ちである

麿｣
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がNGL型断路器ほ上記の如く回転締付接触型であり､

更にブレード重量とバランスするばねをもっているので

操作は軽快である｡工場に於ける温度上昇試験の結果は

下記の通りである｡

接触部の温度上昇(銀接触)

69kVl,500A……………..…‥23-27ロC

避

ド ラ イ

Dry Valve

趨 高 庄避雷器

雷

Arresters

新北陸幹線新夏木変

器

バルブ避雷器

I,ightning Arresters

所に使川する超高圧避雷器とし

て､275kVドライバルブ避雷器6台(2組)を28年4

月完成納入した｡(第54図)

木器は先に成出発電所に据付られた､超高圧避雷器と

同一型式のものであるが､直列間隙に中間リングを設け

て放 特性を安定せしめ､更に碍管表面にほ珪素樹脂を

英幸里して気象条件による放 の偏差を最少にしてある｡

関西電力の仕様､並びに木器の実測結果を併記すれば

弟1表の如くである｡

叉木答には避雷器が動作した場合､避雷器放

記録すると共に､配

々流を

盤室に報知する避雷器動作報知器

がつけてある｡(第55図)

続流速漸試験

近く決定される避雷器規程(JEC案)でほ､統流

試験は下記条件によって､実施されることになっている｡

商用周波試験電圧

印加衝至

試 験 回 数

1.4E(公称電圧)

3,000A( 波高時間15/上SeC〕

1分間隔､10回

最近の如く避雷掛こ対して､雷進行渡のみならず､近

避雷 等に対しても或程度の保護能力が望まれる現状で

は､印加衝撃

ない｡近接雷

:流ほ近接雷撃に近いものでないと意味が

等の場合の避雷器放 々流実測結果によ

れば､上記の3,000Aほ倍十分とはいわれず､約10kA

が望まれる｡日立製作所では10kVドライバルブ避雷

器2組に就いて､印加衝撃 流2kA,4kA及び91こA,

1.4El分間隔､各々10回の試験を実施したが､全数

第54図 OD-150型275kVドライバルブ避雷器

(新愛本変電所)

Fig.54.Type ODq150 275kV Dry Valve

Lightning Arrester

(~Shin'aimoto Substation)

第55図 避 雷 動 作 報 知 器

Fig.55.The Operating Announciator of

the Lightning Arrester

第1表 超 高 圧 275kV 避 雷 器 特 性 比 較

Tablel. Comparison between Specification for275kVLightning Arrester

and Data of HitachiDry Valve Lightning Arrester
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第 2 表 衝撃電流の大きさによる続流債の変化

Table2.Difference of FollowCurrent Valve

According to the Magnitude of

Impulse Current

印加衝撃電流
(AJ

2,000(20J上S)

4,000(15〃S)

9,000(10〟S)

威 圧
(kV

eff)

続 流 波 高 値
(A)

(注)1.直列間隙は10kV ものを使用す

2.抵抗板は10kV単位より10%減にて使用

第 3 表 小電流長時間サ ← ジ試験結果

Table3.Data of Long･Duration SurgeTesting

Of the Characteristic Element

(注)電流印加の時間間隔は3分

逆極性試験に合格した｡第2表はこの時の

印加の場合の続流値は125Aであった｡

小電…売時開放電耐量

最近米国等でほ､避雷器が多重雷

呆で､9kA

或いは開閉サージ

等で動作した際､避雷器にほ波高値は比較的に小さいが､

継続時問の長い 流が流れ､これが避雷器を破壊する大

きな原因の一つであることを指摘して､特性要素に対し

150A(波形は矩形波､継続時問2mS〕､蓮続20回の

鹸を100kA(5×10/｣S)耐量試験と併せ行うことを推

している｡

ドライバルブ避雷器抵抗板は､既に昭和26年放 耐

置100kA(22/･`S)を達成したが､改良された最近のも

のは､小電流長時間耐量試験に放ても450A(2mS)､

20回の試験に十分耐えている｡第3表は同一資料に就

流値を順次変えて連続試

配

先に寵

したものゝ一例であ

討▲1

甲.

Switeh二Boxes

函

函改良品FD-10A型(3,450V200A)及び

FD-1A塑(600V200A〕を市場に送り好 を得ている

が､今回更に､この両者の主接触部を第5`図の如く改良

した｡

即ち､主接触部のフィンガ←を写真のように振止め金

具で擁持し､一定の開度と一定の始動圧力を与えたので､

可動接触子の挟入が容易で､且つ投入衝撃による接触子

の振動がないため､火花の発生なく保守が良好になった｡

(実用新案申請中)

第36 号l第巻

第56図 新 型 配 電 函

右 FD-1A型600V200A

左 FD-10A型3,450V200A

Fig.56.New Type Switch Boxes

Right:Type FD-1A600V200A

Left:Type FD-10A3,450V200A

第57図 右:改良 さ れ た 主接触子

左:徒 来 の 主 ∃妾 触 子

Fig.57.Right

Left

New Type Main Contact

Old Type Main Contact

制 御 装 置

Controlling Equipments

火力輔税制御装置

東京電力潮田発電所のボイラ補機制御装置を納入し

た｡微 焼汽擢で､給炭塵用､

押込通風磯用及び

らの

〉砕機用､排尿機用､

引通風機用の各電動機がある｡これ

動機の起動､通常停止､非常停止は一定の順序に

互催されて､ボイラ及び炉の保護を行っている｡特に押

込､誘引の両通風機ほ汚状態の効 の低下､使用炭の効

i

1一世申
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率の変化等を考慮し､極数変換により高低両 度が得ら

れるようにした｡又ベトレトの白動燃燦装粁と組合せて

使用する場合もあり､手動操作もボイラ前制御盤ででも

機側ででも制御出来るようにしている｡､第58図は給炭機

動機の制御キユーピクルを示す｡

自動燃焼制装置

日立製作所に放ては昭和13年商丁省の1~二業奨励金の

交附を受けて日動燃焼制御装置(以下ACC と略称す)

の試作研究を開始し､昭和17年には-▲応の蛙某を得て

その試作を完了したが､第2次世界大磯で炊失L､その

国産化も一時中断を余儀なくされていた｡昭和26年に

到り､新たな観点から最近の進歩せる作動制御技術を取

入れた 作研究を再開し､研究を続けて来たが､最近そ

の研究も略々完成し､従来のACCをほるかにしのぐ好

第58囲

Fig.58.

炭 機 用 制 御

Controlling Cubicle

キ ュ
ーー ビ ク ル

for CoalFeeder

第59図

Fig.59.

調 整 器 キ ユ ー ピ ク ル

Regulating Cubicle for Automatic

Combustion ControI

結潔=を得ている｡

第59図に日立ACCの

示す｡日立ACCは

整器キュピービクルの写真を

気式ACCであって､すべての操

作が電気的に行われるので､動作が鋭敏､迅速で

高く､且つ安定度も大であり､遠方操作､

荷分配の調

負整調

等も容易に行い得る｡又検出部である主調

整器､燃料調整宕芹等には 班器と磁気増幅器との

組合せにより接点の使用を避け､長期間の使脚こ対し誤

動作なく信頼性を大とし､且つ保守点検に便ならLめて

ある｡

高 炉巻上機用制御装置

川崎製鉄千葉製鉄所の第1基高炉川として納入Lた高

炉巻上機電気設備一式は本邦では最初のもので､原料の

コ←クス､鉱石の装入バケツの吊上げ位置が別々となつ

ている､いわゆる2トラック式で､炉頂よりの茎バケツ

を台串上に載せるため､ 密着床を要する｡この着床精

度を上げるため､又は途中停止途中再起動の時の吊落し

を防止するため､増幅回転機HTDの外に制御励磁機を

使用した｡本装置は神釦による全自動運転方式で､前

の如くバケツ引掛け位置が2箇所になっていても､一つ

の押釦を押すことにより自動的にコトクス､又は鉱石を

選択して吊上げる｡正常運転としてほ､コークス､鉱石

を交互に吊上げる運転であるが､コークス異常､鉱石異

常のそれぞれの押釦を押すことにより､コークスのみ或

いは鉱石のみの繰返し日動

転把手により手動

転も可能である｡文子動運

転も可能である｡これらの日動手動

運転は､運転室にて運転 示盤を見ながら行う｡

示盤Ⅰこほ､バケツの昇降位置や､サウンジング装置によ

る炉深表示その他各種故

運転手動

表云が設備されている｡t]動

…共その運転速度は予め決められたプログラ

第60図

Fig.60.

炉 巻 上 磯 概 略 結 線 図

Schematic Connection Diagram of

Electric Winder for Blast Furnace
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第61図

Fig.61.

運 転 表 示 盤

SignalBoard forRunning

Operation

第62図 自 動 運 転

Fig.62.Controlling Stand

Operation

操 作

for Automatic

第63図 手 動 運 転 操 作

Fig.63.Controlling Stand for Manual

Operation

ム通りに行われるもので､この70ログラムを決定するも

のは､巻胴に連動されたギヤ←ドリ

動操作主幹制御器である｡高炉

機運転を休止する訳にゆかぬから､

ッ1､スイッチ及び

上磯ほ熔鉱rllは巻上

主電動機､土電動発

第64図

Fig.64.

第65図

Fig.65.

自動運転キユー ピク/レ(その1)

Controlling Cubicle for Automatic

Operation(No.1)

自動運転キユーピクル〔その2二J

Controlling Cubicle for Automatic

Operation〔No.2)

電機セットにはすべて予備が設けられ､運転中でも簡単

に射換えて予備機が使用出来るように設計されている｡

制御 置の方でほ万一自動運 装置手動運転装置何れも

故障の場合は､機械室設置の非常用制御器により前記歯

叩式制限開閉器､ 動操作主幹制御器には無関係に仝

の約1/4速度で運転する 潮力とこ るようになってい

る｡本装置は昭和28年6月17日高炉大入式以来好調に

あで巾伝

第`0図(前頁参照〕は木

云盤､第`2図ほ日動

置の概略図､第`l図は運転表

転操円三台 動手阻3′○

第

､
､
､

閻

台､第`4図､第`5図i･ま自動運転キユーピクルを示す｡
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第66図

Fig.66.

ブル← ム シヤ←･制御キュ← ビク ル

Controlling Cubicle for Bloom Shear

ミ ル哺機制御装置

日本鋼管川崎製鉄所へ分塊ミル用祁機

入した｡本ミル補機ノ

二元し自白 別を納

気品は電動機の数にして百数十台

の多きに達するもので､この中ブル←ムシヤ←､スクリ

ュダウンはワードレオナード方式を採用し急速加減速の

ため増幅回転機HTDを 用した｡特にブル←ムシヤー

ほ1回転1カットの方式で本邦最初のものである｡何れ

も急速励磁を行うため､電流制限装置を附加してある｡

次に直流一定′ のものとしては､マニプレ←

タ←シフト､マニプレータ←フィンガー前後面ロ←ラ←

テ←ブル､スタンドロ∴-ラー等があり､前記ブル←ムシヤ

←､スクリュダウンと同様高頻度に佐川され､然もり㍉-

ドレオナードと異なり大電流の切入を行うのでその直流

横軸貨封こはJ特に憲二を川い設計製作してある｡この外チル

ナングテ←ブル､ロール旋盤等数十樺の交流

節68図

Fig.68.

線型式は篭型を使用した禰機項があり､何れも制御装置

として高頻度に使用せられるので､その接触器は-Lr】二流僅

作とし､主幹制御器写は高頻度用のものを製作した｡こ

れらの接触器又は継 器頬せ収脛する｡鉄板製キニL･-ビ

クル､又は机型撲作盤も防塵型 粧を施したもので

あるL｡第``図く･･ま同キユーピクル､第`7図は同机型操作盤

を示す｡これらの機首謹もすでに納入を終り近く

始の予定である｡

チルチングテーブル制御装置

前回八幡製鉄所珪素鋼板圧延用として納入した本装㌍

は成績艮好のため､今回更に珪素銅枚圧延mとLて第2

回を納入した∴今回絆入のものは､前回の納入品の経験

にもとづいて動こ改良を加え､特に超高頻度に佐川せら

れる操作開閉箸詰並びに接触器項ほ構造堅牢とし長寿命に

耐えるようにした｡.操作は日動を主として切換えて手動

第69図

FiぐT.69.
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第67図

Fig.67.

ブル‥-ムシヤー机型操作盤

Controlling Desk Board

for B]00m Shear

ナ ル チ ン グ テ ← ブ ル制 御盤

Controlling Pannelfor TiltingTable

チルチン グデーブタレ机型操作盤

Controlling Desk Board for Tiiting

l'able

撞作も可能とした｡第る8図は制街盤､第`9図は操作盤

な云す｡
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選炭総括制毒卸装置

三井鉱山山野鉱業所にチップラーより各種コンペヤ､

スクリ←ン等を経て､原炭ポケッ†迄の総括制御装置を

納入､好調裡に

流

転を続けている｡本装置は数十台の交

動機の順序起動､一斉停止を各系統毎に運転室にて

集[ll制御を行うもので､運転監視を行う昭光盤と操作盤

があり､昭光盤ほ各現場 器の象形を後面よりランプに

て照らす浮出形.となっている｡ 転は連動運転と現場単

独運転がある｡現場切換開閉器を連動側にした場合は運

転室にて順序起動が出 る｡現場切換開閉器を単独

側に入れ､単独運転も可能である｡順序起動は所定間隔

で順次時限継 器により自動起動され､この起動に先立

ち所要時間起動警報を行い作業者に数秒後梯械が運転す

る旨を伝える｡起動する毎に昭光盤には逐次象形が点灯

される｡この外連動 転中の現場単独停止､又ほ過負荷

第70図

Fig.70.

照 光 盤

Iliuminated Monitor Board for

CoalSelecting System

第71図 操 作盤Fig.71.Controlling

Desk Board for

CoaISelecting System

第36巻 第1号

杜電器が作動して或る機器が停止した時は､それより送

炭例の機器は順序停止し､再起動すれば再び自動的に順

序起動をする等考慮されており､これらの運転ほ象形と

警報との併用により運転室にてすべて監視することが出

来る｡第70図ほ照光盤､第71図は操作盤を示す｡

炭坑用巻上機制御装置

28年度納入品の大型としてほ､常盤炭砿磐城鉱業所約

600nP複胴 上磯､日窒鉱業江迎鉱業所椚500HP複

胴巻上機等がある｡常盤炭砿納の600HPは､300HP2

台のタンデム巻上機で､速度制御用として､一次側は正

道 転切換田高圧気中接触器を用い､二次側はグリッド

抵抗の接触器短絡制御であって､1台の主幹制御器によ

り2電動機それぞれの一次二次接触器を制御するもので

ある｡目窒鉱 約500HP巻上機i･ま､新しい試みとして操

第72図

Fig.72.

任気 中切換接触器

High Tension Reversible

Magnetic Contactcr

第73図

Fig.73.

油圧操作機朽付液体制御器

Liquid Controlier with Oil

Pressure Mechanism

一､

●
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作盤に小型把手を置き､小型把手は油圧操作機構により

速度制御洞の主幹制御器並びに二次液体抵抗器を制御す

る｡低 ′ッチに放ては安定なる速度制御を行うため､

導電動機の二次側に押上機 動機を結び二次周波数に

よりこれの速度制御を行い押上力を変化さす速度制御方

式を行った｡第72図ほ▲-▲次側高圧気り-】接触器､第73図は

江迎納液体制御器を云す｡

荷役運搬機械用制御装置

28年度に於ける荷役運搬機械ほ多量の進出を示したL_

その主なるものを拳ぐれば､

天井起重機として

東北

中国

力神通川発電所

力丸山発電所

鋼mとして

富士製鉄広畑製鉄所

川崎製鉄千葉製鉄所

富士製鉄広畑

富士 鉄箋蘭製

鉄所

所

水平引込起重機とLて

川崎 鉄千葉製鉄所

宇 部

小 野 田 発

ケトブル起重機として

九州電力上椎葉発電所

関 西 電 力 角 川

北海 開発局石狩川

220t EOT起重機

400t EOT起茸機

140t

175t

26t

26t

先づ天井起重機制御装嵩としては､

レトドル起重機

レ←ドル起重機

カノ㍉-キャリッジ

カバ←キャリッジ

7Jく平引込 重機

水平引込起重機

水平引込起重機

ケーブル起 機

ケーブル起重機`

ケーブル起蚕機

共用保

制御盤､走行制御盤､横行制御盤等よりなり､

正逆切換､二次の抵抗制御用接触器､継

盤､巻上

主回路の

器等を収納す

る｡速度制御ほ主幹制御器により行う｡製鋼用レードル

起重機ほ 鍋の運粧､転倒に使r11するもので､誘導 動

機の特性と負荷の性質から､下しの場合直流制動装置を

附加し下し速度の安定を因っている｡カバ←キャリッジ

は製鋼用均熱炉のカバ←開閉用に使用するので､室蘭製

鉄所約のものは直流電動機の電磁制御､広畑製鉄納のも

のは交流電動機の二次抵抗制御である｡71く平引込起葺機

の制御装置としては､巻上開閉制御､僻仰旋回制御があ

り､それぞれ巻上開閉制御盤､僻仰旋回盤を右し主幹制

御器操作である｡ケーブルクレーンは九州電力上椎葉堰

堤用として納入したものほワトドレオナ←ド方式で､負

荷の性質上発電機電圧を垂下特性にした｡この垂下特性

を得るために､HTD式の可変電圧励磁機を設け差動特

性とした｡目下2台共好調裡に

狩川納のものは小型なるため交流

下しの低

転小である｡角川､石

動機方式を採用し､

制御に押上機を使用し､押上機電動機を主

電動機の二次側に結んだいわゆるCF制御を行った｡第

井天軌47 起 をノ示す｡

セクシヨナルドライブ抄紙機

27年に十条

イブ抄紙機

紙伏木工場に､164吋セクショナルドラ

気設備一式を納入したが､今回更に同社北

海道釧路工場に142吋セクシヨナルドライブ抄紙機電気

設備一式を納入した｡今回のものほ十分な工場試験と､

伏木工場の経験を生かした調整とにより､試運転開始､

即日営業運転の運びとなり､以来目標以上の抄速を出L､

快調な 転を続けている｡

制御装置としては伏木工場と同一一で､一定の紙序とす

るため､先づ母線 圧を一定とし､次に基準

を一定とし､この基準電動機とセクシヨ∵ン

機速度

動機問の協

運転を行う方式を採用した｡この一定制御協調運転の

ため､増幅回転機HTDを採用したが､更に差動歯

柄を附加L､制御誤差の積分値をも修正L､一度設定し

たドローは他の外界の如何なる擾乱に対しても常に一定

第74図

Fig.74.

天 井 起 委 磯 制 御 盤

Controlling Panelfor EOT Crane
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β @)〝

仰

靂

肋...‥.;基準電動機

エG....‥指導発電槙

ACG.‥セルシン発電機

肱…‥‖.セクション電動機

アG……セクション電動轢調速

発電校

此β定電圧

定電圧

A.C.几L…セルシン受信機

β･G･…‥t電 動 歯 車

且r.β.=.セクション電動機協調

削御用回転増幅機

Cルr･･..=…‥ドロー調整用制御電動

機

第75図 セクシヨナルドライブ概略結線図

Fig･75･Schematic ConnectionDiagram for

SectionalDrive Paper Machine

を保持する方式を採用した｡第75図は本装置の概略結線

図､第7`図ほ制御キユーピクル､第77図はドロ㍉-調整相

を示す｡目下新たなる構想の下に東北パルプセクシヨナ

ルドライブ抄紙機電気品一切の 作中である｡

製紙リワインダー(紙再巻軍機)用制御装置

十条製紙伏木工場納入のもので､セクシヨナルドライ

ブにより製造された巻紙を､商品用に適当榔副こ裁断し

ながら巻直しをするもので､-一一定の張力をかけ乍ら然も

3,000ft/minの高速で巻くものである｡この一定張力

は加塀速期間中もー一一定張力でなければならない｡←一定張
力にするた捌こ徴巻坂電動機電流の一定制御を行ってい

るが､更 ､m力に 期間中は加減速電流分だけ余計に電流

を流す｡即ち加減速補償を行う必要がある｡束制御のた

第76図

Fig.76.

√/
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第78図 リ ワ イ ン ダ 【

第1号

セクシヨナルドライブ制御キュ←ビクル

Controlling Cubicle for Sectional

Drive Paper Machine

第77図

Fig.77.

ド ロ ー 調 整 箱

Draw Adjusting Device

G:主 発 電 機

打Iア:別動用発電機

B:昇 庄 機

凡才1:りヤドラム用巻取電動機

〟ヵ:フロントドラム用巻放電動機

忍ルr:ライダロール用電動機

月丁刀:強力調整用回転増幅機

斤β:巻晩発動詞壁用菰抗器

足首:債僅禰慣用抵抗器

点f■:速度密調整用壬氏抗器

0即オ:界砥用操作電動機

Cf●:nTD制御界感

βダ:HTD帰還界磁

∫F:HTD自励分巻界･威

概 略 結 線 図

Fig･78･ Schematic Connection Diagram for Electric Rewinder

■醸
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第79図

Fig.79.

リ ワイン:ダ㌧一制御キユーピクル

Controlling Cubicle for Electric

Rewinder

め増幅回転機HTDを使用した√〕納入以来快調に運転さ

れている｡第78図ほ木装間の概略結繰周､第7?図は制御

キュ←ビクルを示す｡

磁気増幅器 とその応用

磁気増幅器の性能ほ､使mする磁性材料及び乾式整流

器の特性によって左石されることほ周囲~1の通りである

が､日立製仰師こ放ても種々研究の結果､磁性材料とし

て極めて高い導徒事と共に､大なる飽和値を

ヒステリシス曲線を示すプノ向性材料が硯

する鹿形

製作されつゝ

あり､一方乾式整流器としてほ､逆電流､耐圧､

点に於て､極めて優秀なセレン整流器が完成された｡以

上の如く各部構成要素を改良した結果､日立磁気増幅器

ほ､増幅率､速応性共に大きく且つ損失が少く､電圧及

び周波数の変動に対する影哲も極めて小となっている｡

磁気増幅郡は､極めて広範囲の制御装置に応用せられ､

その箇々に就いては枚巻にいとまない状態であるが､最

近の主なるものを挙げれば次の如くである.=)

即ち､交流発電機【~'1動電圧調整装･罠周とLて20･Ⅵ7,

200Ⅵ7,300Ⅵ7,400W,500Ⅵ7,1kW､定電任某琶州として

10W､

御制焼燃

気炉電極制御装~置用として50W,200W､自動

置開とLて50Ⅵ7,300W一写々の磁気増幅器が

製作された.｡

以下に､これらの応粁J例を述べる

(1)日動 圧調整装置

交流発電機の電圧を一定に保つ自動電圧調整掛こは､

各種の方式があるが､増幅器をr机､た無接点

式による時は応答

統制御方

問も早く､精度並びに安定度も高

い｡増幅器としては､大審鼻の発電機にほHTDがF机､

られるが､小界量の発電機の場今は酪気増幅器を用いた

方が経済的である｡

磁気増幅器を用いた自動電圧調整装置は先に試作を行

い非常に好結果を得ており､日本電気化学､外数社の白

動電圧 整装置を受注し､鋭意製作中である｡

(2〕謹

白動制御

圧装置

置に於ては､その制御を行う上に一定の基

圧を必要とする場合が多い｡基準 圧の精度はその

自動制御装置の精度に影響を及ぼすからその精度は高い

程良い｡又､その信頼性､安定性の大なることも極めて

茸要なる条件になる｡磁気増幅器を用いる時はかかる条

件が殆ど満足される｡

その動作原]塑ほ飽和リアク†/レと､不飽和リアクトル

との電流差を磁気増幅器により増幅し､可飽和リアクー

ルの制御線輪を制御して可飽和リアクトルの 圧降下を

制御し､出力端子電圧を一定に保たしめるものであって､

圧±20%の変動に対して出力 圧を±1%以下

にすることが出来る｡

(~二3)キルン電動機自動速度調整装置

セメント工場のロータリーキルンは製品の性質を左右

する重要な工程であり､熱経濱の点から終日運転を続け

故障､掃除､製造中止時以外ほ休止しないのが普通であ

る｡又稼動中は内部がかなり高温になるのでキルン周壁

は多少変形し速度の変化を生ずる原因となり､又キルン

回転と共に原料の滑り落ちる状況も変化し所要回転力が

変化する｡且つその回転速度ほ原料の焼成程度により変

化させることが必要であり､文一一旦選定した回転 度は

上記の如き回転力の変化等によって変ることなく､一定

に保持されることが品質向上及
ヒヒA日産生び るため

に必要である｡上記の如き条件を満足せしめるために磁

気増幅器を用いたl二l動調整装置を製作し好結果を得てお

り､その装置は下記の如く 々の考慮が払われてある｡

即ち､速度の基準になる基準電圧には磁気増幅器を用

いた定電圧装置を附し､電源 圧の変 に基く速度の変

動を防止し､制御方式は磁器増幅器を用いた無接点連続

制御方式により信掛性を高め円滑なる動作を可能ならし

ぜ〕､又乱調防止には特殊な方法を採用し､動作の万全を

期している｡第80図(次頁参照〕にその自動

クルの写真を示す｡

弧炉自動制御装置

竃弧エネルギーを利用して溶解､

ものであるが､

て､ 極の燃焼等による

整キュービ

と
｢
ノ行を錬

に不安定なものであつ

極突端の形状の変化､溶解物

の動揺等による炉内状態の変化によって､電弧電流は､

徹しく変動する｡ を流電弧 一定に保つことにより､

i)製品の品質を均一に保たせることが出来る｡

ii〕溶解時間を短縮させることが酎来る｡
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第80図 キルン電動機自動速度
制御キユーピクル内部

構造

Fig.80.lnnerViewofAuto-

matic Controlling

Cubicle for Rotary

Kiln Motor

第81図

Fig.81.

iii)配電系統に対する擾乱を軽減し得る｡

幾多の利益がある｡従って

電弧炉自動制御キユーピクル

(2.5t ェルー炉用)
Automatic Controlling

Cubicle(Used for 2.5t

Heroult Furnace〕

弧電流は自動制御装置に

よi)一定に保つべきである｡この制御ほ､竃弧 流の変

動激しく､従ってその制御の頻度も高いので､無接点式

を採用すべきである｡.第81図は磁気増幅器を応用した電

流目動 置の写真､第82図はその操作盤の写其であ

る｡その特長とするところは下記の如くである.｡

即ち､磁気増幅器ほ増幅率が大であり時間遅れも少な

いので迅速なる調整を行うことが出 且つ又完全な静

止型増幅器であるので構造堅牢であり信頼性も大であ

る｡既に日立工場に100kVA合金炉用2基2.5tェル

ー炉1基用を納め､好調に 転中であり､日本金属産業､

板橋工場納3tェルー炉用その他を

(5)超同期

超同期

動機用自動起動

ある

動機は最初固定子側を回転せしげ〕て同期に牽

入した後､固定子を次第に制動して固定子例の回転を下

げ､相対的に回転子例の回転を昇速せLめ､固定子側が

完全に停止した時回転子側ほ同時速度に遠L､起動を完

了するものであるが､この固定子に制動を加える

於ては､ 動機に流入する ∵､

程に

転が過大にならぬようにし

なければならない｡そのためにほ

を適当に

流により制動

節する必要がある｡この制動力の調整を磁気

増幅暑封こより行う時は確実且つ容易に調整を行うことが

出来る｡その動作原理は下記の如くである.二即ち､制動

ほサーボリフタ一によって解除せられる重錘によって行

われるが､もし電動機 流が過大になれば､席ちに磁気

第36巻 第1号

第82図 電弧炉自動制御袋帯

操作盤

Fig.82.Controlling Desk

Board Used for

Automatic ControIT

ling Set of Electric

Arc Furnace

第83図超同期電動機制御用

自動制御キユーピクル内

部

Fig.83.Inner View of

Controlling Cubicle

for Automatic Brak-

ing Mechanism of

Stator of Super Syn-

chronous Motor

増幅誤ほ出力電流を流し､可飽和リアクトルを励磁して

サーボリフグーの押上力を増し､制動力を減少せしめて

電動機が過電流になることを防_1r二するようにして､常に

一定の制動力で円滑な起動が行われるようになってい

る｡

起動完了後は押上機は 源より切離され､重錘により

固定子には完全な制動力が加わり､固定される｡第83図

にその制御装澤の写真を示す｡.
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木方式ほ秩父セメント納650且P用として納入され､

更に日立セメソ†納650HP用3台分を製作中である｡

ユニット式グラビア輪転機用制御装置

日立製作所では､先に某大印刷会社にオフセット輪転

機及び電動機､制御装置一一式を納入し､その後順調に運

転を続けているが更に今回ユニット式グラビア輪転機と

電動機､制御装置-ノ▲式を完成した｡

この輪転機の土笛動機注巻線 導電動機で､二次抵

抗の挿脱により約50%の速度制御を行うものであるじ

備される 動機の総数は23台にも

すべて押釦スイ

本機は､

し､その制御は

ヅチによる全自動操作である｡

力の日動調整､

㌧｣｣台目
の業

筐､誤操作の防止､甘動糊付､紙の張

乾燥装置等に十分なる考慮を払って､作

し､作業員の安全を増進せしめている｡

第84図は太磯の制御盤であるこ′

第84図

Fig.84.

グ ラ ビア輪転機用制御盤

ControICubicle for Gravure

Rotarv Press

第86図 バッチヤープラント計景

係操作盤

Fig.86.Operating Board for

Batcher Plant Weigh

Man

バッチヤープラント制御装置

山口県庁温見ダム建設用バッチヤ←プラント制御装置

一式港完成納入した｡バッチヤ←プラントはダム工事の

大′J､によりその制御方式には全自動式､半自動式などの

別がある｡本ノミヅチヤ←プラン†は半甘動式であって､

セメント､砂､砂利､水等の計量は首動的に行われるが

計量開始､ミキサ←への排出､ミキサーの傾胴起胴､骨

材の貯蔵運阻ま各部署で一人が糟作するようになってい

る｡.

制御装置ほ､配電盤､計量係机型操作盤､貯蔵係机型

操作盤､混練係､骨材貯蔵所係､セメント貯蔵所係用壁

懸型操作盤､制限開閉器等よりなっていて､誤操作によ

る事故を防止するため各部署閃は十分にインづトーロック

されているので､ 迅に常師 円滑に行うことが出来

る｡

船舶用電磁起動器

日本鋼管鶴見造船所納､輸出船柏尾磁

成納人された∴木器はボンフ

動器が多数完

転用であって､電源用匁

第85図 バッチヤ←プラント用制御盤

Fig.85･ControICubicle for Batcher

Plant

第87図 バッチヤープラント貯蔵

係操作盤

Fig.87.Operating Board for

BatchcrPlantStoragc

Man

第88図 船舶用電磁起動器

Fig.88･Magnetic Starter for

Marine Service
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第89図 LHXX14型 A式

プロパン防爆型リアクト

ル起動器

Fig.89.Type LHXX14FormA

Explosion-Proof Pro-

Pane Gas Reactor

Starter

第90図 LFXX型 A式防爆型

リアクトル起動暮

Fig.90.Type LFXX Form A

Explosion-Proof Re-

actor Starter

形開閉器､電磁接触器､電流計､標示灯などを鋼板製函

内に収納したもので､ロイド規格に 拠している｡

木器に使用した電磁接触器は特に船舶用として設計さ

れ､ピッチング､ロ㌧-リングによる閉路不能事故､不時

の閉路事故の絶無を期している｡

リ アクトル起動器

リアクール起動器は 動機の加速と共に自動的に電圧

降下が減少して回転力を強めて行くよう円滑な起動を行

わしめることが出 る｡リアクトル起動器の利用は各

産業に捗り､従ってその需要も多数であったが使用環境

によっては構造上特殊の保護方式のものが要求された｡

この特異稲造のものとしては第89図に元すプロパン防爆

構造の250HPコンプレヅサー用LHXX14聖!A式325

kVAリアクール起動器がある.｡この構造はプロパンの

爆発特性につき各 の研究を行った後､十分なる安全度

を右する如く設計製作された狭隙防 構造で､起動リア

クール及び同短絡用高圧抽入接触器､阻時継 結､操作

用変圧器を自蔵している.｡第90図に示すものはメタン及

び炭塵を対象とした耐圧防爆構造の30HP(低圧〕ボン

ブ用LFXX型A式35kVAリアクいレ起動

構造はJIS-CO901の耐圧防爆

で､防爆

造に準拠して製作され､

起動リアクいレ及び同類路用接触器並びに限時継 器を

自蔵している｡木器は検定型式KHS-209,検定合格番

号東検第65号である｡

第91囲に示すものは坑内設置の170HPポンプ用とし

て安全増防爆構造に製作されたLHX13珊A式165kVA

リアクいレ起動器で､油入防爆構造のリアクレレ短絡用

高圧接触器､耐圧防爆奉 造の阻時継 器､安全増防爆構

造のリアクー/レ及び操作用変圧器を内蔵し､装置全体と

第91図 LHX13型 A式安全増

防爆型リアクトル超勤券

Fig.91.Type LIJX13 Form A

Explosion･Proof Re-

actor Starter

してほ安全増防爆構造として一 の枠に組立てられてい

る｡これらの防爆構造は総てJIS-CO901む 拠して製

作され､検定型式はKHS-211,検定合格番号東検第88

号である｡

極数切換用高圧油入電磁接触器

火力補機の通風機用篭型誘導 :動機の極数変換用とし

て製作されたもので､油中に3極単投

収納L､それぞれの接触器は

鍵してある｡接触子は油中で消

磁接触器を2箇

気的並びに機械的に互

の少ない銅タングステ

ンを使用している｡油槽外には過

定格遮断

己流拘東棟輪を設け､

上の異状電流では開路しないようにし

て油の爆発による事故を防｣卜してあるので､異状 流の

断は別の適当な遮断器によらなければならない｡.又別

に多数の補助接触を備え､各 ､信号等に使用され
る｡油槽の上下はハこ/ドル操作で軽快に行われ､点検修

理に便利な構造となっている∴木器はキユ←ビクルに内

蔵される場合と単独設置の場合とがあり､後者の場合に

ほ過電流拘束用変

するL｡

器(電流計用と共用Ⅲ来る)を収納

定格は3,450VlOOAで ま､

ヒヒA日断 2,三00Vl,000A

である｡第92図にキプーービクル内蔵型､第93図に単独設

置型を示す｡

大型.電動制御器

力小野田発

kW三相誘導電動機

所納､ボイラ給7kポンプ用750

用速度言 整葦式髪型 を完

成した∴木器のノッチは26段で､カムシリンダを2木

とし､これを1箇の操作電動機で操作出 るようにした

もので､カム接触器は4群に分け､4隅に配置し､高さ

を低く製作Lたものである｡侍側面カバーほ2つ折りと

-■i

.

ヽ

J■
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第92図

Fig.92.

して開閉出

る｡

交

高圧抽入電磁接触器て 第93図GFHO型R式

High Tension OilIm-

mersed Magnetic

Contactor for Pole

Change of 3-Phase

Induction Motor

(EquippedinCubicle〕

磁接触器

圧抽入

Fig.93.TypeGFHOFormR High

Tension OilImmersed Mag-

netic Contactor for Pole

Change of3-PhaseInduction

Motor(Self Standing〕

点検､修理に陳利なように_考慮されてい

充電動制御器

大型巻線型電動機の使用が増加し､ポンプ及び水門開

閉用

速度

:動機の日動起動並びに排炭機､印刷機用電動機の

整描として､第95図の電動制御器が多数製作され

た｡

木器は上部に操作用電磁ブレーキ付 動機並びにギヤ

ーボックスを備えた竪型カム接触式制御器で､起動用の

ものほ操作電動機により等時間隔に加

流制限掛こより加速する方式とある｡

第95図

Fig.95.

劃 制 御 器

Type MV Form

する方式と､電

調達用のものは電

算94図

Fig.94.

大 型 電 動 制 御器

Motor OperatedConT

troller

流制限掛こより加速するもので､押 スイッチの操作に

より自由に調速が行われる｡常時ほ電動機により操作さ

れるが､必要に応じ手動操作も行い得る構造である｡

送電線充電用界磁調整器

木器は交流発電機の充

励磁

容量を十分大にするために､

圧を零電圧まで容易に加減出来るように製作され

たものである｡接続ほ新案第340225号を利用したポテ

ンシオメータ式で､励磁機の残留磁気打消しのための逆

励磁から､平滑に正励磁に移行出来､しかも電力損を可

~ノ史的少なからしめてある｡このため励磁機には逆励用界

磁線輪を設ける必要ない｡稿本器ほ抵抗番型月湖

整器用界磁 整器と別箇に製作され､互いに

第96図 送電線充電用界磁調

整器

KSYMotorOpcr- Fig.96.Field Regulator

ated Controller for Line Charge

ーーー107--

連動する日動切替えの竃気肋接点を右し､目

動 転時ほ太器を短絡し､送電線充電時には

日動用界磁調整群を最大抵抗の位置におい

のれぞ｢しJイそて 転を行うようになってい

る｡(新案第393965号〕木器は主として大容

量発電機に使用されるが､すでに二十数台製

作(製作ヰlを含む)､その一一部は好成置に運転

中である｡

200Aプランジャ型交流電磁開閉器

定格 流200A,低圧のプランジャ塾交流

電磁開閉器が完成Lた｡第97図(次頁参照)i

にこれを示す｡

プランジャ型の大きな特長は､可動鉄心と､

可動接点及びその接点支え等を含む可動部分･

が､すべて一体をこ 成されている点である｡

したがって可動部分ほ､単に上下に動くだけ

であって､その動作は簡単で無理が無く､円
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第97図 200A 交流電磁開閉器

Fig.97.20DA A.C.Magnetjc

Switch

第99図 KR型 BP212式防塵

型電磁開閉器

Fig.99.Type KR Form

BPヱ12 Dust-Proof

Magnetic Switch

日 立

第98図 UXX塑BR402代式防爆型

磁開閉器

Fig.98.Type UXX Form BR4o2′7

Explosion-Proof Mag-

netic Switch

第100図 KR型BR212式防塵

型可逆電磁開閉器

Fig.100.Type KR Form

BR212DusトProof,

Reversible Mag-

netic Switch

滑に接点の開閉を行うことができる｡･

木器に放て掛こ独創的な点は､接点の接触部分の構造

である｡これには開閉用接点に近接して消弧機構を2筒

所に設けてある｡

接点を開閉した場合､接点間に発生した 弧は､第1

の消弧機構によって切断されて消える｡若しそこで消弧

されなかった場合でも､第2の消弧機構によって完全に

消滅し､ 弧による短絡等の事故を生ずることほない｡

JEMlOOl交流 磁開閉器の規格によって､

試験､閉路電流容量試験等の試験を行った結果は､440V･

1,800Aを開閉でき､同規格の最高級であるA級品に十

分合格している｡

炭坑用電磁開閉器

炭坑用として防爆型電磁開閉器は27年度に弓 き多数

製作納入されたが､これらの中､新しい考案のなされた

第36巻 第1号

ものとしては200V,400V共用の

ものが多数三井鉱山山野鉱業所に納

入された｡これは 磁線輪の端子を

開閉器前面に設けた端子盤により容

易に直並列に切換可能の構造とした

もので､坑内電圧変更の過渡期にあ

る炭坑に於てほ極めて賞用されるも

のと確信する｡第98図にその筋造を

示す｡.

その他三井鉱山山野鉱業所へ選炭

設備の 拝制御用として防塵構造の

磁開閉器が製作納入された｡これ

らは絶て各種操作開閉器､

自蔵し､所要のものにほ信号ベルが

取付けられて､使用上極めて便利な

機構となっている｡これらの内二､

三例として第99図に100A型非可逆

式第!00図に150A可逆式ものもを

示す｡

制御用開

制御用開閉器

閉器類

は､それぞれの制

御の要求に応じて､機械的電気的性

能の各種改善並びに新製品の製作が

行われたが､これらの中電気的性能

を左右するものは､その接点機構で

あり､開閉器の種類匿応じて適切に

選択されるべき単位開閉器として､

次の如きものが袋作される｡

(1〕P型押スイッチ(弟101図)

木器ほ極′ト型の押スイッチで､遠

心力開閉器､液流継電器､圧力開閉

器等の接点横柄として最適の新製品である｡電気的性能

は次記の如く優秀な結果を示しており､機械的寿命ほ

第101図 P型 押 ス イ ッ チ

Fig.101.Type P Push Switch

｣■■
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500万回を目標として実施qlである｡

/長一ご
-

ヽ 的性能

定 格 電 圧

定 格 電 流

遮･断 容 立と

寿 命

接点及び動作

操 作 力

ス ト ロ
ー

ク

30A

市:

250V

0.2A

0.75A

50 万 回 以 上

SPD′r 早切封卜作

0.3kg

3mm

(2)押釦開閉器

単位開閉器としての押釦開閉掛こはD

り､その電気的性能は下記の如くである｡

終電圧定格電流遮断縁遠

D
A･C･_l__?00
ま~占.!250

A.C.: 600

D.C. 250

1.2A

とE式とあ

50万回以上

点

S.P.D.rr.

50万r=】以上1S.P.D･T･

果成の術抜立
口H

るけ

第102図

Fig.102.

109

BTXX型3式 防嬢二型釦開閉器

Type BTXX Form3Explosion

Proof Button Switch

第103図

Fig.103.

(3)カムコンタクダー

従来のKl型に対し､~更に容量の大きいK2型が製作

された｡これらの電気的性髄は下記の如くである｡

型

Kl

回 路碇格電圧兄終電流.遮断容竃寿

A.C.

D.C.

A.C.

D.C.

600VL 3A

250Vio.5A

30A

50A

∴.＼

命l｢

50万回以上

50万国以上

SPST

常時閉j略

SPST

常時閉路

以下にこれらの単位開閉器を接点儲瀾として､それぞ

れ改善された開閉器項を簡単に紹介する｡

(4)BTXX型3式防爆型釦開閉器(第102図)

検定型式KHS-617 検定番号東検53号庄

のBXX塾3式防

るもので､

より灰塵

型押釦開閉器に相当す

捻り操作型としたものである｡押釦型のもの

による かに少い構造のもので､停止

把手はロック出来るようになっている｡接点はD型押釦

開閉器を使用している(〕

(5〕BP型E,2E,3E式盤取付塾押釦開閉器

(第103図)

木器は従 のBY塑､1,2,3式の改良三捜として製作さ

れたもので､E型押釦開閉器を使用している｡

(㌢)FBG型ACRCUC式遠心力開閉器

(第104図)

木器は標 型FB型ACRCUC式に変速機構を附加し

一一109

BP型E,2E,3E式盤取付型押釦開閉器

Type BP Form E,2E,3E,Panel-

mount Type Push:Button Switchs

第104図

Fig.104.

FBG型ACRCUC式遠心力開閉器

Type FBG FormACRCUC Cen-

trifugalSwitch

たものである｡駆動軸の回転数が､標 の 500r.p.m.

(400～800r.p.m.)以外の場合に､変速機構忙より開閉

機構軸の回転数を標準範囲に収めたものである｡寸法的

には 速機構部分が伸びただけで､取付関係は変速機構

のないものと同一である｡

(7)低 度継電器壬(手相5図次頁参照)

木精ほ富士製鉄の広畑及び室蘭 鉄所柄入のカバ←キ

ヤリッヂのカバー吊上操作に於ける走行の低速検出用と

して製作されたもので､P型押スイッチを使用してい

る｡
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第105図

Fig.105.

低 速 度 継 電 器

Low Speed Relay

日 立

第106図

Fig.106.

ZN型丁式ギヤードリミJトスイツナ

Type ZN Form T Geared Limit

Switch

回転部分は完全な平衡型となっており､軸の両端に軸

受を置き､安全確実な構造である｡徳原準のFB型遠JL､

力開閉器でほ30%.以下の低速検用は不可能であったが､

太箸割こより10%迄の低速検出が､安全確実に行えるよ

うになった｡

(8)ZN型丁式ギヤトドリミットスイッチ

(第10`図)

木器ほ川崎製鉄千葉工場納入の高炉巻用として､製作

されたもので､電動制御器､接触器箱等と組合せて､鉱

石､ 料､その他の材料の日動投入の指導的役割を果す

ものである｡主なる卑 生は下記の通りである｡

(i)Kl型カムコンタクタトを使用し､必要により

動作点の調整が出来る｡

(ii)巻上､巻下の日動操作に於ける各剋肌三の変換一子､〔

の検出及び指示を行う｡

(iii)界磁抵抗の開閉路点を備え､必要なる過度制御

を行う｡

(iv)セルシソの発信器を付取けて､動作の状況が監

評 論 第35巻 第1号

第107図

Fig.107.

ZN型丁式ギヤトドリミットスイッチ

Type ZN Form T Geared Limit

Switch

第10∂図 DVC型KR式ケープ

/レカー用主幹制御器

Fig.108.TypeDVCFormKR

Master Controller

for Cable Car

視盤に表われるようになつ

ている｡

(Ⅴ〕ロ㌧-プの伸びその他による

動作点の全般的狂いを補正

する機構を備えている∂

(二9〕ZN型丁式ギヤrドリ

ソースイッチ(第107図)

木器は日本鋼管納入の分塊禰機ブル←ムシヤー周とし

て､製作したもので~F記のような性能を備えている｡

(i〕K2型カムコンタクタトを使用し､必要により

動作点の調整が出来る｡

(二i｢)シヤ←のクランク軸に せられ､1操作問の

自動制御を行うものである｡

〔iii_)界磁抵抗の開閉接点を備え､適切な速度制御を

司り､垂引斬効率を高めるよう考慮されている〕

(~iv二)別におかれた切換スイッチにより､ブルームと

スラブとの勢断速度を､選択出来るようになつ
ている｡

(10)DVC型KR式ケrブルカ←用主幹制御器

(第108図〕新案登録第397870号

本器ほ東武鉄道､日光ケ←ブルカ←制御用として製作

納入したカムコンタクタ←塑主幹制御器で､カバー表面

に選択周釦が2箇あり､これを操作することにより､把

手の頂作方向を上､下､何れかに限定し､操作の過誤を

持し､でおり､又制御軸を下部に延長突出させ､巻上機構

と連動し､巻上下終端に於て､制御器が機械的にも低速

転ノ

一･■■
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位置に戻されるようになっている｡鉛接点部分はKl塑

カムコンタクタトを使用している｡

(11)DVC型KR式 主幹制御器(第109図)

(12)DVL型KR式 主 リ御器(某110図)

(13)DVU型KRR式 主幹制御器(第111図)

〔14)DHL型KR式 操作開閉器(第112図)

製鉄関係特iこミル商機用としては､高頻度で然も乱暴

なる坂根に耐えるものが要求されるので､従来のKl到

カムコンダクタrより､電気的機械白勺に優秀な性能のKコ

型カムコンタクダ←を新装し､これを使伺し下記のよう

に改良した｡

〔i〕大さは約160%となった⊂

(ii)糟作力ほ約80.%■ となった-

(iii)機構全体として頑丈となったL-.

〔iv)DVL型のべべルギヤーをケ←ス内に密閉した.-

(15〕 DL式浮 開閉器(第113図)

木芽Fきは竪軸発電機のスラストタンクの､油滴低下警

用とLて 作されたもので､その特長は狭院な場所むこ取

付けられるので､特に小型とLた点7･之び動作液面差が′｣＼

節109図

Fig.109.

DVC型KR式主専綿IJ御器

Type DVC Form KR

Master Controller

第112回

Fig.112.

第110図

Fig.110.

DHL型 KR式 作 開 閉 器

Type DIiL FormKRControISwitch

であること､即ち､規定液面より30mm低下Lたら警

報接点を閉じる如く設計している点である｡但し動作液

面差は20～40mm間加減出来る｡

〔16〕FD型OCl式液流 き〔第1日図次頁参照)

木器は従来のFL型7k流継電器､渦流継電器､T型水

流継電器の改良､統一･型として新製されたもので､第1

回製品として､E 西電力笠置発電所に納入したもので､

㌣型押スイッチを俣用~iLており､その性能の主な点をあ

げると次の通りである(-

(仁)水､油共用出来る｡

(二ii)接点の動作位置はカムにより調整出来る｡

(iii〕弁の開度が目盛により外部より見得る｡

〔iv二)液流が止まれば満7k状態でも動作する｡

(Ⅴ〕管内の掃除が簡単に出来る｡

本品ほ管径2ケのものであるが､

2′′,3′′の3穐を採瀾Lている｡

準として管径11/2〝

ぐ17〕PSXX型00Cl式防爆型油圧開閉器(第115図)

検定三段式KHS1619 検定番号東検第86号圧

木器ほ三孝鉱業納入の3,000少プロペラフアン強圧沿

｣∴†､Ⅶ㍉‥･†･わ∴
芋
て
.
十
J
ヾ

DVL型 KR式主幹制

御器

TypeDVLFormKR

Master Controller

轟
ト
ト

ー
.
､
ぐ
､
.
.
丘
〔

こ

.
.
.
-
ヽ

第111図 DVU型KRR式主幹制

御器

Fig.111.TypeDVUFormKRR

Master Controller

第113図 FS型 DL式 浮 動 開 閉 器

Fig.113.Type FSForm DL Float Switch
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油装置用として製作されたもので､下記のような性能の

もので､P型押スイッチを使用しており､動作圧力は

閉(田〕0.5kgノcmご

閑(閉)0.65～0.9k･g/Cm2

この間連続的調整がⅢ

(備考)本動作圧力差調整磯解は特 出願中である.

モートルローラー用電磁ブレーキ

モートレローラーほその什 停

ノ
､
､高力度頻上質性の

止の時ほプラッキングによっていたが､電動機の使=条

件としても可酷であり､停止位葦の正確も期L碍ないの

で､今回新しい試みとして電磁ブレーキ付のものが多数

製作された｡

`木器ほ電動機にオバ←ハングされたポスト型プレ←キ

で､極めて小型に纏められ､機械的及び熱的に可軒な条

件のもとに使用し､十分な耐久性と信頼性を有するもの

で､下記のような特長並びに構造を有している｡

(i)可動コアーの衝 による事故を考慮し､衝程を

従来のものの半分以下とした｡

(ii)可動コアーの衝撃を緩和するため､電磁イニi全体

を耐

(iii)

ゴム板上に取付けた｡

動によるコイルの断線を考慮し､コイルボビ

ソを耐 ゴムブッシュを介して､固定コア一に

取付けた｡

(iv)赤 せる鋼材を処理する関係上､コイルほB穐

絶縁とした｡

第11`図ほ森器の内部を示す｡

壁光灯用C型サーマルスイッチ

蛍光灯の点灯用及び過電流保護用として使用されるC

型サ←マルスイヅチが､劃期的な構造と性能をもって完

成した｡その構造は､電磁石､接点開閉部､起動部､リ

レー部､手動復帰の押釦より構成され､特殊な考慮を払

い小型､軽量にまとめられている｡これは従来のグロ←

スイッチ及びサーマルスイッチの種々な欠点を除去し､

改良を加えたものである｡特に低電圧､低周波数でも安

定な点灯が行われる｡点灯中はと←タ←回路が開略され

ているため電力損失が少い｡又極性iこ関係がないので直

流回路にも使用出来る｡その構造を第117図に示す｡木

器にほ次のような特長がある｡

(i)点灯操作をしてから点灯するまでの時間が早

い｡

(ii)点灯直後､消灯して再点灯する場合でも短時間

で点灯する｡

(iii)螢光灯の性能が悪くなるか､若しくはその

がきて点灯せずに過

保

命

流が流れた場合､適当に

整された時間内に､リレーが動作して回路の

をする｡

論
第
1
1
4
図

Fig,114.

第36巻 第1号

OCl式 液涜継電器

FD Form OCILiquid

Relay

第115図

Fig.115.

PSXX型00Cl式防爆型油圧開閉器

Type PSXX Form OOCLExplosion

Proof OilPressure Switch

第116図 モートルローラー用 磁ブレーキ

Fig.116.Type ES Form SA Magnetic Brake

第117図 C型サ←マルス イ ッ チ

Fig.117.Type C ThermalSwitch

(iv) 磁石i･ま､あらゆる向きに取付けられうる｡

(Ⅴ)電磁石の騒音が非常に低く､木器より1m離

れた位置で20ホン以下である｡
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